
lff8

暫
學
研
究
　
第
二
百
五
十
一
號

六
八

量
子
力
學
に
於
け
ろ
槻
測
に
就
て

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
其
他

武

谷

三

男

言睾

序

　
現
代
物
埋
學
の
特
色
ほ
、
凱
測
と
云
ふ
事
が
特
写
に
重
要
な
三
昧
た
持

つ
箏
だ
と
公
ひ
得
ろ
で
あ
ら
う
。
相
盛
性
療
瑳
に
於
て
左
燦
で
あ
っ
公
。

一死

q
力
學
に
n
於
て
も
特
に
「
ハ
ノ
・
セ
ン
ベ
ル
グ
の
不
洗
鷹
宛
湘
關
係
の
評
獲
見
後
、

槍
脇
問
題
ほ
著
し
い
注
“
怨
ひ
斗
＼
物
理
糞
垂
に
立
て
も
種
々
な
論
語
の

中
心
に
な
り
、
腿
，
當
惑
潜
感
す
ろ
迄
に
騒
が
れ
た
り
誤
解
な
生
ん
だ
り

し
た
の
ば
周
知
の
事
で
あ
る
Q
此
の
問
題
た
扱
っ
六
の
に
次
の
二
著
が
あ

ろ
、
之
等
ほ
よ
く
引
用
さ
れ
濱
ま
れ
て
る
る
。

　
　
堵
’
H
W
o
町
”
〉
酔
9
濠
9
0
民
。
【
ρ
叫
乙
冥
㌶
琴
び
鋳
。
汀
。
囲
び
門
【
薦
・
ぢ
ω
誉

　
　
ノ
＜
・
謡
。
謝
9
旨
。
薦
ス
コ
δ
　
同
冨
ξ
甑
。
簿
】
冒
誉
蚤
立
窮
9
笹
0
9
M
h
＝
誉
毒

　
　
ハ
「
5
8
受
．
ぢ
い
ρ

…
。
つ
と
つ
き
進
ん
で
既
の
問
題
か
扱
つ
糞
の
に
次
の
二
字
が
あ
ろ
。

　
　
ノ
ノ
蔑
・
一
）
難
ダ
】
由
．
〔
5
自
ぎ
O
ご
（
ざ
重
囲
）
｝
莞
隆
（
O
ミ
困
．
苫
ω
い
．

　
　
］
．
●
ノ
「
．
冥
。
毒
｝
§
ジ
裟
㌶
一
二
壼
釜
。
ぎ
（
4
二
一
回
（
簿
嚥
2
今
門
（
智
三
一
a
】
－

　
　
鐸
。
。
ぎ
剛
三
β
ε
紹
・

パ
ウ
擁
’
一
の
喰
慣
激
田
ぱ
強
だ
無
ハ
沸
肱
ゐ
多
い
も
の
〆
で
’
の
ろ
が
多
小
ノ
鵡
の
議
ソ
ゆ
U
・
バ
ツ
d
フ
で
＼

あ
ろ
Q
ノ
イ
マ
ン
の
藩
鍵
抹
、
齪
測
問
題
か
論
ず
ろ
者
の
必
談
の
書
で
あ

り
最
も
？
さ
込
ん
で
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
。
極
め
て
聴
鍛
な
数
學
的
取
叛

に
よ
リ
、
量
子
力
學
の
確
率
の
性
絡
、
期
測
の
意
昧
が
論
じ
ら
れ
て
み
ろ
。

萌
牛
ほ
そ
の
爲
に
使
用
す
る
ヒ
ル
ベ
レ
｝
空
醐
の
欝
納
墨
が
蓮
べ
て
あ
る
の

で
薮
學
の
不
得
手
な
謹
者
ぽ
途
中
で
赦
擁
す
る
恐
れ
が
充
分
あ
る
が
、
第

一
駆
が
♪
の
み
砿
り
伽
醍
ら
み
俵
ノ
＼
て
一
も
箪
一
一
蔀
に
「
さ
し
で
・
り
滞
支
へ
ゐ
早
い
か
・
ら
・
、
数

學
的
部
分
に
眩
惑
さ
れ
す
に
意
味
を
譲
ま
れ
れ
ば
よ
い
で
あ
ら
う
。

　
…
昨
｝
九
三
五
年
五
廻
十
五
臼
の
縛
｝
写
］
㌧
ξ
ω
貯
瓢
零
丁
、
【
雲
・
誌
に
「
物

狸
訴
訟
巨
象
の
瓜
燈
子
力
隊
Ψ
的
罰
記
嚇
逃
巨
｛
兀
杢
と
考
へ
・
り
れ
得
う
か
？
」
O
榊
毎

9
琶
轟
§
臼
シ
四
〇
色
嗣
婁
汀
鑑
ご
①
蓉
門
ゼ
減
§
（
）
鴨
H
）
ξ
匹
Ω
二
労
。
｛
蝕
ぞ
翻
。
（
W
（
）
亭

轟
（
8
冨
篇
0
9
ご
見
霧
亀
●
鯵
．
〉
篇
旨
】
淋
。
貫
］
W
」
～
o
（
圃
○
互
受
聾
〔
副
Z
．
冒
力
。
凱
窪
■

と
云
ふ
論
文
が
載
つ
t
Q
既
の
論
丈
に
て
此
導
の
筆
者
達
ほ
一
つ
の
｛
廊
碁

在
の
規
灘
則
し
3
同
系
へ
、
之
ド
↑
・
よ
つ
一
矢
鳥
類
ッ
掌
力
學
ん
跳
無
塗
し
、
彼
等
の
提
出
し

入
1
1
…
つ
の
興
昧
多
い
例
に
嘗
て
、
胤
黒
†
力
量
が
不
内
気
な
理
論
で
あ
ろ
事
．

か
艦
論
し
六
。
そ
の
後
之
に
薩
誠
又
ほ
醐
接
に
寒
風
し
力
論
丈
が
鍛
鯛
現
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段
れ
六
。
次
に
主
な
も
の
を
示
す
σ

　
　
ソ
「
切
。
守
・
堵
｝
、
芝
凱
■
ズ
。
＜
．
・
甲
。
。
鴇
9
ひ
（
州
¢
出
ソ

　
　
】
や
ω
o
ぼ
象
…
夷
農
」
㌧
δ
ρ
O
き
｝
｝
）
．
遍
レ
三
…
．
¢
¢
ρ
い
♂
訟
い
（
ε
ω
い
）
豊

　
　
　
　
客
鮮
酔
三
、
三
誤
お
騨
。
。
S
－
G
。
［
Q
Ψ
G
。
Q
ω
一
㏄
い
㏄
v
㏄
襲
…
㏄
さ
（
ど
ω
い
）
ひ

　
　
！
！
耀
9
謡
●
甥
三
極
定
彰
磐
困
汐
9
、
・
お
鴫
ω
鵠
（
お
ω
ひ
ソ

そ
れ
ぞ
れ
非
常
に
興
昧
あ
ろ
も
の
で
あ
る
が
、
フ
ァ
ー
－
一
の
も
の
ほ
ノ
イ

マ
ン
の
方
法
に
從
っ
て
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
弊
の
問
題
葎
分
析
し
、
明
瞭

お
怯
解
鼓
目
堀
蹴
ハ
へ
て
、
居
ろ
Q
又
ノ
イ
誓
ン
の
・
万
琵
似
の
簡
照
早
（
俵
紹
介
と
し
て
も

役
立
つ
も
の
で
あ
る
。

　
柳
析
し
脚
…
測
問
題
ぽ
量
子
諭
の
瀞
極
的
醸
で
あ
っ
て
、
，
紅
玉
の
性
絡
…
を
鋳

ろ
爲
の
も
の
で
あ
、
ら
う
O
量
子
力
學
ほ
そ
の
範
嗣
に
於
て
コ
ン
シ
ス
チ
ン

｝
な
も
の
で
あ
る
事
ほ
、
，
ニ
ュ
ー
ト
ン
力
卑
が
そ
の
範
園
に
於
て
コ
ン
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

ス
…
ア
ン
ト
で
あ
ろ
事
と
一
般
で
あ
る
Q
故
に
そ
の
範
幽
の
中
に
庇
っ
て
み

る
齪
測
問
題
に
於
て
如
何
に
精
鍛
掛
極
め
た
に
し
て
も
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ

ン
醗
ザ
の
巧
む
鎌
に
」
新
粉
論
へ
の
撫
…
躍
ぽ
墨
斑
能
で
あ
ら
う
O

一
、

物
理
的
實
在
の
量
子
力
學
鯨
記
述
は
完
全
と

考
へ
ら
れ
得
る
か
？
・

1

ア
イ
ン
シ
ュ

ロ
ー
ゼ
ン

タ
イ
ン
、
∫
か
．
ト
ル
ス
キ
ー
》

物
理
墨
の
理
論
に
就
て
の
考
禦
は
、
そ
れ
が
シ
リ
ア
ス
な
も
の

　
　
　
　
蛭
子
力
箪
に
於
け
ろ
観
渕
に
就
て

な
．
与
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
客
観
的
實
在
郎
ち
如
何
な
る

理
論
か
ら
も
猫
零
し
て
み
る
も
の
、
と
理
論
が
取
扱
ふ
物
理
的
諸

概
念
、
と
の
間
の
齪
溺
を
考
へ
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
之

等
の
諸
概
念
は
客
観
的
實
在
に
鋤
御
す
る
様
に
企
て
ら
れ
て
あ

り
、
之
等
諸
概
念
を
用
ひ
て
吾
々
は
吾
々
自
身
に
此
の
實
在
を
窩

す
の
で
あ
る
。

　
　
つ
の
物
理
學
理
論
が
成
功
し
て
み
る
か
否
か
を
裁
噺
す
る

霧
に
審
間
を
行
ふ
事
が
萬
翻
る
、
ω
「
理
論
は
卜
し
い
か
？
」
及

び
圓
．
「
理
論
に
よ
っ
て
與
へ
ら
れ
た
記
述
は
完
金
（
8
量
）
ζ
ε

で
あ
る
か
？
。
」
此
の
二
つ
の
問
ひ
の
一
方
に
暖
し
て
肯
定
の
答

が
輿
へ
ら
れ
た
場
合
に
の
み
そ
の
理
論
の
諸
概
念
が
満
足
で
あ

る
と
云
は
れ
る
事
。
か
出
終
る
。
理
論
の
正
し
さ
は
、
理
論
か
ら
の

結
論
と
人
購
の
維
験
と
の
關
の
…
致
の
程
度
に
よ
っ
て
裁
断
さ

れ
る
Q
此
の
緯
験
は
　
　
之
の
み
が
我
々
に
費
在
に
骨
て
の
推

理
を
行
ふ
事
を
得
し
め
る
も
の
で
あ
る
が
　
　
物
理
墨
に
於
て

は
實
験
と
測
定
と
云
ふ
形
を
取
る
。
此
臓
で
我
々
が
量
子
力
學
に

適
用
し
て
考
察
し
や
う
と
欲
す
る
の
は
第
二
の
問
ひ
で
あ
る
。

　
ヘ
　
　
へ

　
完
全
と
云
ふ
雷
葉
に
肺
せ
ら
れ
る
意
味
が
何
で
あ
ら
う
と
も
、

完
全
な
理
論
に
封
ず
る
次
の
要
求
は
必
要
な
も
の
と
思
は
れ
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九
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へ
　
へ
　
を
　
　
ゐ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
　
あ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
　
を
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
も
　
　
へ
　
を
　
き
　
　
へ

物
理
的
實
在
の
総
て
の
要
素
は
物
理
墨
理
論
に
封
慮
物
を
持
た

へ
　
ヘ
　
ヘ
　
モ
　
ヘ
　
へ

ね
ば
な
ら
な
い
。
我
々
は
之
を
完
全
性
の
條
件
と
呼
ば
う
。
第
二

の
問
は
か
く
て
、
何
が
物
理
的
實
在
の
請
要
素
で
あ
る
か
を
決
め

る
｛
争
。
か
出
鉱
次
第
両
二
尊
に
匁
陶
へ
・
b
れ
る
。

　
物
理
的
實
在
の
諸
要
素
は
ア
プ
リ
オ
リ
な
哲
畢
的
考
察
か
ら

決
め
る
事
は
趨
來
な
い
、
か
へ
っ
て
實
験
や
測
定
の
結
果
に
訴
へ

る
事
に
よ
っ
て
見
患
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
包
括
的
な
實
在
の
定
義

は
併
し
な
が
ら
吾
々
の
口
的
に
取
っ
て
必
要
で
は
な
い
。
我
々
が

合
理
的
だ
と
考
へ
る
次
の
準
豫
（
O
溢
け
O
謎
○
⇔
）
は
満
足
的
で
あ
ら

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
へ
　
　
も
　
　
せ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ゼ
　
も
　
　
も
　
　
ヘ
ビ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

う
。
若
し
、
一
つ
の
系
を
如
何
な
る
仕
方
に
於
て
も
擾
鱗
す
る
事

へ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぢ
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
ゐ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
た

な
し
に
、
物
理
的
量
の
値
を
豊
門
に
（
鄭
ち
確
牽
1
で
）
豫
回
す
る

ヘ
　
　
ヘ
　
　
モ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

事
が
出
來
る
な
ら
、
そ
の
場
合
、
此
の
物
理
的
量
に
鋤
癒
し
た
物

へ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
へ

理
的
實
在
の
一
つ
の
要
素
が
存
在
す
る
。
此
の
準
嫁
は
、
物
理
的

費
在
を
認
識
す
る
総
て
の
擁
能
な
方
法
を
識
す
と
云
ふ
事
か
ら

は
程
遠
い
と
し
て
も
，
少
く
と
も
、
か
Σ
る
方
法
の
一
つ
を
供
す

る
様
に
繊
麗
へ
る
、
　
　
そ
れ
に
付
て
設
け
ソ
・
・
り
れ
た
諸
…
胃
軸
什
．
か
｛
仔
在

す
る
場
合
な
ら
い
つ
で
も
。
た
と
へ
實
在
の
必
要
條
件
で
な
く
、

翠
に
充
分
條
件
で
あ
る
と
し
て
も
、
魏
の
準
嫁
は
・
指
革
の
古
典
的

考
へ
方
の
み
な
ら
す
、
量
子
力
墨
的
考
へ
方
と
一
致
す
る
も
の
で

七
〇

あ
る
。

　
量
子
力
學
に
含
ま
れ
て
み
る
費
在
に
付
て
の
諸
考
察
を
説
明

す
る
た
め
に
一
つ
の
自
慮
度
を
持
っ
て
る
る
粒
子
の
行
動
の
量

子
力
墨
的
記
蓮
を
考
へ
て
見
や
う
。
此
の
理
．
論
の
基
本
的
概
念

　
ヘ
　
　
へ

は
顎
態
の
概
念
で
あ
る
、
此
れ
は
波
動
繭
撒
み
・
に
よ
っ
て
完
全
に

特
性
驚
け
ら
れ
る
と
考
へ
ら
れ
て
る
る
、
ウ
は
粒
子
の
行
動
を
記

饗
す
る
様
に
選
ば
れ
九
憂
事
の
繭
撒
で
あ
る
。
各
物
理
的
に
可
擬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ベ
タ
レ
　

測
な
追
様
に
封
寵
し
て
一
つ
の
演
算
子
（
O
需
韓
○
ご
が
存
在
す

る
、
之
は
小
文
字
で
表
は
す
。

　
今
、
ウ
が
オ
ペ
レ
タ
ー
護
の
岡
有
函
薮
（
。
蒋
三
二
盆
。
呂
で

あ
る
な
ら
，
即
ち
、
若
し

　
　
　
　
曳
蝦
鼠
や
1
1
愚
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
瞬
）
　
　
　
．

　
　
こ
・
に
σ
は
一
つ
の
数
で
あ
る
　
　
で
あ
る
場
合
に
は
、
物

理
的
湯
里
護
は
、
鳳
結
審
が
㌦
Ψ
で
蹴
ハ
へ
ら
れ
る
駄
能
代
に
あ
．
る
晴
は
い
っ

で
も
、
確
に
値
4
を
取
る
。
我
々
の
實
在
の
攣
糠
に
從
へ
ば
、
式

ω
が
成
立
す
る
ウ
に
よ
っ
て
與
へ
ら
れ
る
歌
態
に
あ
．
る
粒
子
に

懐
し
て
は
、
物
理
的
量
オ
に
鋤
慣
す
る
物
理
的
實
在
の
一
要
素
か

あ
る
事
に
な
る
。
例
へ
ば

　
　
　
　
嘗
、
（
碕
罰
、
§
臨
駐
一
、
　
　
　
　
　
　
（
ご
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此
慮
に
々
は
プ
ラ
ン
ク
常
数
、
あ
は
或
常
数
、
潔
は
猫
立
攣
鰍
、

の
場
合
で
あ
る
。
粒
子
の
蓮
動
量
に
鋤
癒
す
る
オ
ペ
レ
タ
ー
は

　
　
　
　
㌧
日
（
ミ
ゆ
ミ
）
ミ
鋤
著
　
　
　
　
　
　
　
　
（
q
。
）

で
あ
．
る
か
ら
、
次
を
得
る

　
　
　
　
・
や
、
器
㌧
↑
“
（
ミ
ム
σ
鳥
）
①
ミ
O
ヒ
塾
》
・
》
　
　
　
（
A
）

邸
ち
、
式
吻
に
よ
っ
て
輿
へ
ら
れ
る
三
態
に
於
て
蓮
動
量
は
確
實

に
九
な
る
僑
…
を
　
持
つ
。
か
く
て
、
式
蜘
．
で
宵
暁
へ
ら
れ
る
歌
能
勘
に
あ
．

る
粒
子
の
蓮
動
量
は
實
在
で
あ
る
と
云
ふ
事
に
な
る
。

　
他
蕨
、
若
し
式
ω
が
威
下
し
な
い
な
ら
ば
、
も
早
或
特
定
の
値

を
持
つ
物
理
的
量
護
に
嘗
て
云
々
す
る
事
は
畠
來
な
い
。
之
は
、

綱
へ
ば
、
粒
子
の
坐
標
に
就
て
の
場
合
で
あ
る
。
之
に
蜀
癒
す
る

オ
ペ
レ
タ
ー
（
ク
と
す
る
）
は
猫
立
．
総
数
を
爽
す
る
オ
ペ
レ
タ
ー

で
あ
る
。
帥
ち
、

　
　
　
　
“
や
難
》
、
や
断
口
心
尋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
α
）

量
子
力
學
に
從
へ
ば
相
封
的
確
率
（
吋
①
算
轟
く
○
響
。
げ
筈
雛
㎞
蔓
）
だ
け

が
意
味
が
あ
る
の
で
、
坐
標
の
測
定
に
於
て
結
果
が
〃
と
〃
の
隠

に
あ
る
確
率
は
、

　　

@
》
ミ
）
一
顧
碁
⊥
愛
慧
よ
　
（
①
）

　
　
　
　
　
量
子
力
學
に
於
け
る
競
測
に
就
て

　
で
あ
る
。
此
の
確
立
は
σ
と
無
關
係
で
、
幽
唯
差
響
」
N
に
の
み
關

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ロ
ベ
　
ヅ
　
だ

　
し
て
み
る
事
か
ら
、
坐
標
の
総
て
の
値
は
岡
等
に
確
ら
し
い
事
が

　
わ
か
る
。

　
　
か
く
て
、
式
働
で
與
へ
ら
れ
た
歌
態
に
あ
る
粒
子
に
封
し
て

　
は
、
坐
標
の
確
定
し
た
纏
は
豫
寵
す
る
事
は
幽
來
な
く
、
唯
直
接

　
の
測
定
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
か
・
る
測
定
は
然

　
る
に
二
子
を
擾
鰍
し
、
か
く
し
て
そ
の
宿
営
を
夏
へ
る
。
坐
標
が

　
決
定
し
た
後
は
、
粒
子
は
も
早
式
働
、
で
輿
へ
ら
れ
る
欺
態
に
は
ゐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
な
い
。
量
子
力
學
に
於
て
此
の
事
か
ら
の
通
常
の
結
論
は
、
粒
子

　
ヤ
　
ヘ
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
カ
　
へ
　
　
も
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
の
蓮
動
量
が
知
ら
れ
て
み
る
時
、
そ
の
坐
標
は
物
理
的
實
在
牲
を

　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
セ

持
九
な
い
、
で
あ
る
。

　
も
っ
と
一
般
的
に
云
っ
て
、
量
子
力
學
に
於
て
次
の
事
が
示
さ

、
れ
る
、
二
つ
の
物
理
的
量
に
各
封
鷹
し
た
オ
ペ
レ
タ
ー
孟
及
び
汐

　
　
　
　
　
　
（
識
）

が
可
換
で
な
い
。
邸
ち
賦
鞄
†
霞
な
ら
ば
、
そ
の
中
の
「
つ
に

就
て
の
正
確
な
知
識
は
地
に
就
て
の
か
・
る
知
識
を
阻
む
事
で

あ
る
。
爾
ほ
又
、
後
者
を
蜜
験
的
に
決
め
や
う
と
す
る
如
何
な
る

試
み
も
、
前
者
に
就
て
の
傭
識
を
破
壌
す
る
様
に
廉
の
妖
態
を
夏

　
へ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
　
ぬ
　
　
へ
　
　
も
　
　
　
も
　
　
へ

此
の
事
か
ら
次
の
何
れ
か
が
從
ふ
、
q
り
波
鋤
繭
撒
に
よ
っ
て
典

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
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へ
　
　
へ
　
　
を
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
モ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
も
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ゑ
　
　
へ

へ
ら
れ
る
實
在
の
量
子
力
釣
的
紅
蓮
は
完
全
で
は
な
い
、
叉
は
＠

へ
　
し
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
モ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ゑ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

二
つ
の
物
理
的
量
に
そ
れ
ぞ
れ
鋤
慮
す
る
二
つ
の
オ
ペ
レ
タ
ー

も
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
や
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
　
　
あ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
や
　
ヘ
　
へ
　
あ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
ゆ

が
可
換
で
な
い
時
、
此
等
の
量
は
同
博
触
．
に
實
寝
牲
を
持
ち
得
な

h
・
何
故
な
ら
、
若
し
そ
れ
等
の
爾
方
共
が
陶
時
に
實
在
姓
を
縛

つ
な
ら
　
　
邸
ち
確
定
値
を
　
　
此
等
の
値
は
、
完
全
姓
の
條
件

に
從
っ
て
、
完
全
な
記
蓮
の
申
に
入
っ
て
來
る
筈
で
あ
る
。
若
し

も
か
く
の
如
く
波
動
幽
撒
が
費
在
の
か
・
る
究
全
な
記
蓮
を
備

へ
て
る
る
な
ら
、
そ
れ
は
之
等
の
値
を
含
ん
で
み
る
筈
で
あ
る
。

濠
州
は
左
様
で
は
な
い
、
そ
れ
で
我
々
は
至
の
何
れ
か
を
と
ら
ね

ば
な
ら
ぬ
事
に
な
る
。

　
量
子
力
畢
に
於
て
は
逓
常
、
波
動
一
捻
が
そ
れ
に
封
鷹
す
る
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

態
に
於
け
る
系
の
物
理
的
實
在
の
完
全
な
記
述
を
含
ん
で
み
る

事
が
假
定
さ
れ
て
る
る
。
…
見
す
れ
ば
此
の
蝦
定
は
全
く
合
理

的
で
あ
る
、
何
故
な
ら
波
動
繭
数
か
ら
得
る
事
の
出
來
る
知
識
は

系
の
歌
態
を
更
へ
る
事
な
し
に
測
定
し
得
る
も
の
に
既
確
に
鋤

癒
し
て
み
る
様
に
見
え
る
か
ら
。
我
々
は
、
然
し
乍
ら
、
此
の
假

定
が
上
灘
の
準
擁
に
望
事
す
る
事
を
示
さ
う
。

　
（
冠
註
）
　
郎
ち
位
置
坐
標
と
蓮
動
量
の
そ
の
方
向
の
成
分
の
．
ナ
ベ
レ
タ

　
　
　
　
一
臣

　
　
　
　
　
　
七
二

　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
昏
　
　
Q
♪

篭
や
一
憲
、
γ
劇
噌
盲
．
聴
．
†
嫁
。
副
潟
副
必

　
　
　
　
　
｝

　
　
　
鐸
　
　
　
↑

　
　
　
　
い
蓋
．
・

改
こ　
　
　
　
　
　
遵

　
　
篭
一
§
疑
劇
帽

な
る
交
換
關
係
を
得
㌧
糖
乳
§
で
あ
る
Q

2

　
此
の
“
的
の
た
め
に
今
、
二
つ
の
蘇
1
及
1
1
を
考
へ
や
う
、
此

の
｝
ろ
の
螺
は
時
刻
㌃
O
か
ら
、
“
独
ま
で
翻
互
作
屠
を
す
る

事
が
許
さ
れ
て
み
て
、
時
刻
7
，
以
後
は
此
の
二
つ
の
部
分
の
間
に

も
早
如
何
な
る
蕊
．
互
作
用
も
な
い
と
考
へ
る
。
な
ほ
此
の
二
系

の
＼
1
1
0
以
前
の
継
態
は
知
ら
れ
て
み
る
も
の
と
す
る
。
然
ら
ば

書
々
は
シ
識
レ
デ
ィ
ン
ガ
ー
（
G
Q
。
ξ
象
一
曹
①
層
）
の
式
の
助
け
に
よ
っ

て
、
結
合
系
H
＋
ぼ
の
歌
態
麿
そ
の
後
（
結
合
後
）
の
如
何
な
る

時
刻
の
も
の
で
も
計
算
す
る
事
が
萬
來
る
、
特
に
錦
町
な
み
、
V
検
．

に
於
て
も
。
之
を
、
そ
れ
に
些
細
す
る
波
動
勲
撒
Ψ
を
以
て
表
は

さ
う
。
然
し
乍
ら
、
交
互
作
用
の
後
に
於
て
二
つ
の
系
の
何
れ
か

一
方
が
蜘
伺
な
る
款
態
に
あ
る
か
を
計
算
す
る
事
は
出
來
な
い
。



17：一

之
は
、
量
子
力
墨
に
從
へ
ば
、
そ
れ
以
上
の
測
定
に
よ
っ
て
の
み

傭
る
｛
畢
。
か
由
愚
論
る
、
邸
の
り
波
東
の
レ
ダ
ク
シ
ョ
ン
裡
⑦
江
蘇
∩
飢
Q
跡
○
鴨

夢
Φ
≦
磐
①
窓
集
簿
と
し
て
知
ら
れ
て
み
る
過
程
を
通
し
て
で

あ
る
。
此
の
渦
…
程
の
本
質
ナ
碧
考
へ
て
み
や
・
フ
。

　
今
、
養
ご
ヘ
ポ
爵
…
…
が
系
1
に
関
す
る
或
物
理
的
量
孟
の

濁
有
値
①
岡
ぴ
q
魯
く
9
・
ご
①
。
。
と
し
、
　
3
介
ご
ソ
S
（
ζ
ソ
、
へ
儲
9
シ
…
・
：

を
そ
れ
に
饗
生
し
た
周
有
擁
数
と
す
る
、
此
面
に
蹟
は
第
一
の
系

を
記
蓮
す
る
の
に
使
用
さ
れ
る
諸
説
数
を
代
表
す
る
も
の
と
す

る
。
儲
然
ら
ば
、
Ψ
は
》
苅
の
函
歎
と
考
へ
れ
ば
、
次
の
様
に
伽
衣
は

す
事
が
議
四
來
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
界
ご
｝
掘
醸
・
ら
門
・
）
～
、
獣
亡
・
ソ
　
　
（
刈
）

　
但
し
脳
、
は
第
二
の
系
を
記
述
す
る
の
に
使
周
さ
れ
る
諸
攣
撒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
　
ソ
ゴ
ナ
ル

を
代
表
す
る
。
此
上
の
・
貯
ρ
）
は
Ψ
を
直
交
繭
撒
3
9
）
の
級

鰍
に
展
開
し
た
痔
の
系
撒
を
表
は
す
だ
け
の
も
の
と
微
る
べ
き

も
の
で
あ
る
。
今
、
量
護
が
測
定
さ
れ
そ
れ
が
値
砺
を
持
つ
事
が

見
患
さ
れ
た
と
す
る
。
そ
の
時
、
第
｝
の
系
は
測
定
の
後
波
鋤
繭

緻
§
0
5
）
で
與
へ
ら
れ
る
欺
態
に
残
さ
れ
、
第
二
の
系
は
波
動

概
数
調
？
ぼ
）
で
輿
へ
ら
れ
る
歌
態
に
残
さ
れ
る
事
が
結
論
さ
れ

　
　
　
　
　
激
子
力
學
に
於
け
ろ
襯
測
に
就
て

る
。
之
が
波
束
の
レ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
描
程
で
あ
る
、
無
限
級
歎
ω

で
與
へ
ら
れ
て
る
た
波
束
が
軍
猫
の
項
薪
窮
し
§
9
曜
）
に
レ

デ
ュ
ー
ス
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
繭
撒
§
今
5
）
の
組
は
物
理
的
量
孟
の
黙
認
に
よ
っ
て
決
定
さ

れ
る
。
若
し
此
の
彙
の
代
り
に
他
の
量
、
例
へ
ば
汐
、
を
選
ん
だ

と
す
れ
ば
、
1
そ
の
悶
有
値
は
詠
ご
含
昏
｛
ご
…
…
及
び
そ
の
圏

有
情
数
は
き
（
ゴ
ソ
餅
（
詐
ソ
3
0
戸
6
v
…
…
。
i
式
ω
の
代
り

に
次
の
展
開
を
得
る
事
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
屯
（
ン
㌔
ご
・
、
ζ
ゆ
）
雑
M
讃
？
時
》
ち
ピ
一
）
　
　
　
（
G
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
的
窪
掃

　
此
慮
に
各
％
は
新
し
い
係
撒
で
あ
る
。
若
し
今
、
量
3
が
測
定

さ
れ
値
ら
を
持
つ
事
が
見
撮
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
測
定
の
後
に
第

一
の
系
は
3
（
き
）
に
よ
っ
て
與
へ
ら
れ
る
妖
態
に
残
さ
れ
、
第

二
の
系
は
ヂ
9
ぼ
）
に
よ
っ
て
與
へ
ら
れ
る
馬
銭
に
残
さ
れ
る
と

結
論
す
る
。

　
そ
れ
故
に
、
第
一
の
系
に
斯
て
行
は
れ
た
二
つ
の
異
っ
た
測
定

の
結
果
と
し
て
第
二
の
系
は
二
つ
の
異
っ
た
波
動
繭
撒
を
持
つ

二
つ
の
欺
態
に
残
さ
れ
得
る
事
が
わ
か
る
。
他
蒲
に
於
て
、
測
定

の
時
刻
に
は
二
廉
は
も
響
応
互
作
用
を
行
っ
て
み
な
い
故
に
、
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
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膏
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一
の
系
に
如
何
な
る
事
を
行
は
う
と
も
、
そ
の
結
果
と
し
て
第
二

の
票
に
皇
后
的
な
攣
化
が
起
り
得
る
筈
が
な
い
。
此
の
事
は
、
勿

論
、
二
つ
の
系
の
閥
に
交
互
作
胴
が
な
い
と
云
ふ
事
の
意
味
を
陳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

蓮
し
九
に
遇
ぎ
な
い
。
か
く
て
、
同
一
の
實
在
（
第
一
の
票
と
交

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ

互
作
用
を
行
っ
た
後
の
第
二
系
）
に
隠
し
二
つ
の
異
っ
た
波
動
敵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ

へ撒
（
我
々
の
例
で
は
蛎
と
侮
）
を
観
す
る
事
が
可
能
で
あ
る
。

　
所
が
、
二
つ
の
波
動
蘭
撒
蛎
及
％
が
、
或
物
理
的
量
ア
及
ρ
に

そ
れ
ぞ
れ
鋤
嘉
す
る
二
つ
の
不
可
換
な
オ
ペ
レ
タ
…
の
周
有
鹸

数
で
あ
る
事
が
趨
り
得
る
。
之
が
實
際
に
懸
り
得
る
事
は
、
…
つ

の
例
に
よ
っ
て
最
も
よ
く
示
す
事
。
か
患
來
る
。
今
二
つ
の
系
が
二

つ
の
粒
子
で
あ
る
場
合
を
考
へ
や
う
。
そ
し
て
次
式
の
場
合
で
あ

る
と
す
る
。

　　

@
　
・
ξ
ご
ε
⊥
べ
（
翰
訊
．
＼
詠
×
馨
．
…
≧
、
＋
聴
．
）
㌧
曇
（
⑩
）

　
此
虚
に
晦
は
重
言
撒
で
あ
る
。
孟
を
第
一
の
粒
子
の
蓮
動
量

と
す
る
、
然
ら
ば
式
④
で
わ
か
る
様
に
周
有
値
ノ
に
封
慮
す
る
そ

の
画
有
三
三
は
次
式
で
輿
へ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
、
、
楠
㌧
9
し
一
1
触
・
）
擁
、
＼
“
）
㌧
≧
・
　
　
　
　
　
（
一
〇
）

　
此
の
場
合
は
蓮
績
ス
ペ
ク
ト
ル
の
場
合
で
あ
．
る
か
ら
，
式
肋
絃

七
四

次
式
で
與
へ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
系
ゴ
忌
）
⊥
ギ
2
）
鼠
き
）
§

此
塵
に

　
　
　
　
番
（
も
1
一
へ
（
鱒
自
N
＼
謡
×
。
、
笛
…
鷺
。
ζ

此
の
脇
は
然
し
乍
ら
、
オ
ペ
レ
タ
ー

　
　
　
　
㌔
け
（
ミ
ト
。
避
．
）
Φ
＼
や
8

（
＝
）

（
羅
）

（周

no

j

の
撮
有
癒
撒
で
、
第
二
の
粒
子
の
蓮
動
量
の
圓
有
値
i
㌧
に
封

心
す
る
も
の
で
あ
る
。
他
面
に
於
て
、
若
し
刀
が
第
一
の
粒
子
の

講
義
の
場
合
に
は
、
之
は
そ
の
圏
有
値
潔
に
鋤
製
す
る
圏
有
繭
撒

　
　
　
　
3
《
ぶ
）
臼
尊
き
一
≧
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
置
）

を
四
っ
て
る
る
。
此
麗
に
。
？
「
k
）
は
デ
ィ
ラ
。
ク
の
デ
ル
タ

鹸
撒
臣
5
0
臼
①
薮
高
舞
象
。
つ
と
し
て
知
ら
れ
て
み
る
晒
撒
で
あ

る
。
式
㈹
は
此
の
場
合
に
は
次
の
様
に
な
る
、

　
　
　
　
臼
？
ご
爵
）
⊥
賦
？
・
∀
聴
（
き
）
譜
　
　
（
囲
軌
）

此
塵
に

　　

@　
＜
ﾃ
⊥
罎
鳴
麟
、
＼
神
×
琶
～
掬
、
＋
撫
．
）
博
§

　
　
　
　
　
　
　
　
賢
蕊
（
‘
ζ
－
．
　
丙
し
。
十
聡
。
）
　
　
　
　
（
圃
⑦
）

此
の
％
は
、
然
し
乍
ら
、
オ
ペ
レ
タ
ー
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心
1
1
詐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
日
）

の
送
春
．
糊
撒
で
，
第
二
の
粧
子
の
坐
標
の
国
有
値
．
鷺
＋
さ
に
封

澄
す
る
も
の
で
あ
る
。
所
が

　
　
　
　
㌔
心
－
心
、
難
ミ
ト
》
轄
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
G
。
）

で
あ
る
か
ら
、
物
及
侮
が
、
物
理
的
量
に
鋤
遺
し
た
二
つ
の
不
斑

換
な
オ
ペ
レ
タ
～
の
園
有
償
撒
で
あ
る
事
の
一
般
的
な
可
能
を

示
し
た
こ
と
に
な
る
。
．

　
さ
て
式
⑦
及
㊨
に
於
て
考
へ
九
一
般
的
な
場
合
に
戻
っ
て
、
腕

及
侮
を
、
或
不
斑
換
な
オ
ペ
レ
タ
～
P
及
ρ
の
霞
有
望
撒
で
そ
れ

ん
、
海
及
外
に
封
癒
す
る
も
の
と
す
る
。
か
く
す
れ
ば
、
孟
叉
は

汐
の
何
れ
か
一
方
を
測
定
す
る
事
に
よ
っ
て
、
第
二
の
系
を
何
ら

擾
翻
す
る
事
な
し
に
、
量
ア
の
値
（
即
ち
《
）
又
は
量
ρ
の
値
（
即

ち
仏
）
の
四
方
を
確
實
さ
を
以
て
豫
秘
し
得
る
事
に
な
る
。
我
々

の
實
在
の
準
檬
に
從
っ
て
、
第
｝
の
場
合
に
は
量
P
を
實
在
の
嚇

つ
の
要
素
と
考
へ
ね
ば
な
ら
な
い
、
第
二
の
場
合
に
は
、
量
0
を

乾
町
の
一
つ
の
要
素
と
考
へ
ね
ば
な
ら
な
い
。
併
し
、
吾
々
が
見

て
來
た
檬
に
、
爾
波
動
欝
欝
転
部
軌
は
同
一
實
在
に
騰
し
て
み

る
。

　
さ
・
き
に
我
々
は
次
の
何
れ
か
一
方
で
あ
る
事
を
謹
明
し
た
、
ω

　
　
　
　
　
蟄
子
力
學
に
於
け
る
擬
測
に
就
て

波
動
敵
撒
で
輿
へ
ら
れ
る
量
子
力
學
の
記
蓮
は
完
全
で
な
い
、

又
は
働
二
つ
の
物
理
的
凪
箆
に
鍬
鷹
幽
9
る
オ
ペ
レ
タ
ー
が
篇
小
可
糧
｛

な
ら
ば
、
そ
の
二
つ
の
量
は
同
時
的
に
實
在
性
を
待
ち
得
な
い
。

そ
れ
で
、
波
動
臨
数
が
物
理
的
實
在
の
完
全
な
記
蓮
を
輿
へ
る
も

の
で
あ
る
と
云
ふ
假
定
か
ら
綴
獲
す
れ
ば
、
不
可
換
な
オ
ペ
レ
タ

ー
を
持
つ
二
つ
の
物
理
的
量
は
、
岡
博
的
に
實
在
性
を
持
ち
得
る

と
云
ふ
結
論
に
到
達
す
る
。
師
ち
、
ω
の
否
宛
は
、
地
の
唯
一
の

掛
替
で
あ
る
働
の
否
定
に
導
く
。
我
々
は
か
く
て
波
動
幽
数
に

よ
る
物
理
的
實
在
の
量
子
力
丸
約
記
蓮
は
完
全
で
は
な
い
と
結

論
す
る
事
を
強
ひ
ら
れ
る
。

　
入
は
此
の
結
論
に
謝
し
、
我
々
の
楽
寝
の
準
豫
は
充
分
に
限
定

的
で
な
い
と
云
ふ
根
嫁
か
ら
反
駁
出
立
た
か
も
細
れ
な
い
。
勿

論
、
一
ろ
叉
は
そ
れ
以
上
の
物
理
的
量
は
、
そ
れ
等
が
嗣
時
に
渕

定
さ
れ
得
る
叉
は
豫
測
さ
れ
得
る
場
合
に
の
み
、
實
在
の
岡
酵
的

要
素
と
看
徹
さ
れ
得
る
と
云
・
勘
事
を
霊
摩
す
る
な
ら
ば
、
我
々
の

結
論
に
は
到
曝
し
な
い
事
に
な
る
。
此
の
下
鮎
．
に
於
て
は
、
量
P

及
ρ
の
何
れ
か
嚇
方
の
み
が
芸
濃
怨
來
る
の
で
あ
っ
て
、
爾
方
岡

聯
に
で
は
な
い
か
ら
、
之
等
は
醐
臨
的
に
齋
在
的
で
は
な
い
。
此

の
事
は
ア
及
び
ρ
の
實
在
性
を
第
一
の
系
に
行
っ
た
測
定
の
過

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
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哲
學
研
究
　
第
二
百
五
十
｝
號

灘
に
依
存
せ
し
め
る
事
に
な
ろ
、
所
が
此
の
測
定
た
る
や
第
二
の

廉
を
如
何
な
る
意
味
に
勝
て
で
も
擾
易
し
な
い
筈
の
も
の
で
あ

る
。
か
蕊
る
事
を
許
容
す
る
癩
何
な
る
合
遡
的
な
實
在
の
定
義

も
期
待
す
る
事
は
出
土
な
い
で
あ
ら
う
。

　
以
上
我
々
は
波
動
幽
敷
が
物
理
的
實
在
の
完
黙
な
記
蓮
を
與

へ
る
も
の
で
な
い
事
を
示
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
不
拘
我
々
は

か
・
る
記
蓮
が
存
在
す
る
か
否
か
の
心
慮
は
省
み
な
か
っ
た
。

我
々
は
、
然
し
乍
ら
、
か
彫
る
理
論
は
擁
能
で
あ
る
と
信
ず
る
。

二
、
測
定
の
量
子
力
學
物
理
論
に
就
て

フ
　
　
ア
　
　
一
　
　
り

　
　
　
　
働
緒
　
　
　
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
し
ば
ら
く
前
嬢
三
三
ρ
℃
（
益
○
葵
）
・
及
湾
9
①
P
の
「
物
理
的

實
在
の
糞
＋
力
學
的
記
述
は
完
全
と
見
微
し
得
る
か
し
と
云
ふ
論

文
が
現
は
れ
た
。
之
等
の
筆
者
達
は
、
此
の
問
に
否
定
的
な
結
論

を
與
へ
た
。
そ
の
理
由
は
、
量
子
力
學
は
二
つ
の
不
可
換
な
鎚
撒

の
罰
隣
的
な
測
定
を
禁
ず
る
、
た
と
へ
」
「
蚕
く
系
を
擾
蹴
す
る
愚

な
し
に
」
そ
の
何
れ
を
も
測
定
患
來
る
と
云
・
識
意
味
で
爾
愛
数
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六

豊
丘
に
「
、
物
理
的
實
在
姓
」
を
持
つ
時
で
さ
へ
も
、
と
云
ふ
の
で

　
　
　
　
　
　
　
②

あ
る
。
最
近
切
○
げ
吋
は
同
時
測
定
綱
隈
が
特
性
上
及
び
測
定
装

置
硬
用
上
騰
何
に
固
有
の
も
の
か
を
示
し
て
、
自
然
の
量
子
力
學

的
記
述
は
完
全
と
見
徹
し
得
る
と
云
ふ
意
見
を
支
持
し
に
。
之

等
の
渕
定
装
置
は
そ
こ
か
ら
我
々
の
纏
験
が
引
き
嵩
さ
れ
る
物

理
的
な
も
の
警
。
弓
ξ
ω
…
（
琶
馨
舞
脅
圃
○
拶
の
一
部
と
し
て
常
に
倉

ま
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
か
く
て
量
子
力
學
は
完
全
な
そ

し
て
そ
れ
に
園
窮
な
経
験
に
就
て
の
解
繹
を
持
っ
て
居
る
事
が

理
解
轟
來
る
の
で
あ
る
。

　
ボ
ー
ア
は
此
の
事
に
明
瞭
に
注
意
を
睡
ぴ
超
さ
し
め
た
，
そ
し

て
或
系
が
他
の
系
と
力
墨
的
に
交
亘
作
弟
を
す
る
事
を
止
め
た

か
ら
と
云
っ
て
簡
箪
に
そ
の
票
が
　
費
在
的
な
」
旙
牲
を
も
っ
た

猫
平
し
た
座
位
診
脅
零
民
。
薄
。
。
霧
σ
だ
と
考
へ
な
い
様
に
注
意

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
を
示
し
た
。
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
、
ポ
ド
ル
ス

キ
ー
1
及
ロ
ー
ぜ
ン
の
弥
醐
轟
久
は
且
阻
子
力
學
の
此
の
韓
｛
絡
．
か
特
に
顯
幽

著
な
現
れ
方
を
す
る
場
合
を
示
し
た
も
の
で
あ
、
る
。
之
は
通
常
行

　
　
　
　
　
　
　
③

は
れ
て
屠
る
測
定
理
論
の
鑛
張
を
指
示
し
て
居
る
。
此
の
論
文

に
重
て
測
定
問
題
を
よ
り
三
頭
的
に
要
約
し
、
猶
進
ん
で
闘
題
の

黙
を
具
膿
的
な
物
理
圭
の
需
葉
で
説
明
し
て
見
や
う
。
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我
々
は
器
械
に
よ
る
測
定
の
理
論
に
就
て
の
翼
窪
田
彦
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

嚴
密
な
そ
し
て
詳
縄
な
議
論
に
減
て
示
さ
れ
た
概
念
や
結
果
を

用
ひ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ノ
イ
マ
ン
の
仕
事
の
撒
畢
的
用
語
は
…

般
物
理
璽
者
間
に
行
き
わ
た
っ
て
贋
な
い
か
ら
、
之
等
諸
概
念
の

意
味
を
よ
り
普
通
な
用
語
で
設
…
明
す
る
事
が
望
ま
れ
る
。
此
虚
…

に
用
ふ
る
重
要
な
諸
鐙
渠
の
調
達
も
簡
輩
の
駕
に
省
略
し
て
結

果
の
み
を
墾
け
る
に
止
め
た
。
　
　
　
　
　
　
　
・

　
註
①
　
鋭
叢
塁
〔
。
…
ジ
回
w
帥
唄
）
＆
。
】
的
ξ
二
二
累
男
達
。
y
】
　
）
ξ
幹
男
。
〈
齢

　
　
　
蕗
”
団
嫡
（
お
ω
い
Y

　
　
　
今
後
託
の
事
存
E
P
R
競
と
呼
ぶ
。

　
②
　
オ
’
切
。
ぽ
凱
逗
曙
幹
ズ
2
、
‘
轟
。
。
”
9
ひ
（
お
雛
ソ

　
③
　
づ
」
＝
o
♂
2
嗣
ぴ
。
預
Ψ
巳
お
　
一
レ
ξ
。
・
一
Ω
篇
戸
》
一
，
ヨ
。
ぞ
同
霧
。
＝
周
器
ゆ
琴
醐
7

　
　
　
酔
≡
ゴ
8
隅
｝
8
受
ψ
特
に
｝
）
ワ
い
い
簿

　
　
　
8
　
’
δ
ご
　
×
窪
ヨ
触
三
ジ
　
ソ
聞
一
讐
。
ヨ
蘇
ジ
。
ぎ
　
O
「
§
色
轟
。
嵩
　
（
｝
霧

　
　
　
O
琴
㌶
o
コ
諺
①
魯
p
一
三
ψ
Ω
｝
6
●
く
ゴ

　
　
　
ノ
＜
■
］
U
差
圃
評
ご
主
催
ぎ
9
（
一
二
遍
》
ξ
巴
ψ
＜
o
ご
恥
鴛
瓦
冗
ρ
が
賢
℃
．

　
　
　
【
ホ
3
ワ
暮
甲

　
　
珊
　
一
つ
の
系
に
就
て
の
統
計
的
知
識
の
講
型

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

｝
つ
の
系
の
続
計
的
知
識
は
総
て
の
。
び
・
。
o
臨
く
菩
δ
（
可
二
型

　
　
　
量
子
力
學
に
於
け
ろ
槻
測
に
就
て

量
叉
は
観
測
脚
質
）
の
豫
測
値
を
與
ふ
る
事
に
よ
っ
て
常
に
得
ら

れ
る
。
或
任
意
の
オ
ブ
ヅ
～
バ
ブ
ル
ア
の
或
歌
劇
鋒
δ
に
封
ず

る
豫
渕
値
は
、
そ
の
実
態
の
波
動
晒
撒
が
争
で
あ
る
超
群
式
で
輿

へ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
「
、
§
（
欝
㌔
σ
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

　
若
し
系
の
釈
態
が
未
知
な
る
場
合
に
は
、
但
し
、
そ
の
系
が
波

動
噸
撒
侮
な
る
歌
態
に
あ
る
輸
卒
が
そ
れ
ん
＼
鱗
（
但
し
財
唾
β
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
画
　
⑤

一
）
な
る
事
を
知
っ
て
登
れ
ば
、
ア
の
意
解
値
と
し
て
、
啓
歌
態

馳
に
封
ず
る
ア
の
豫
測
値
の
加
重
李
均
≦
①
…
讐
8
島
磐
①
蝋
お
。
を

と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
Q
邸
ち

　
　
　
　
、
具
》
き
（
調
＼
ギ
ソ
　
　
　
　
　
　
　
（
ト
3
）

　
　
　
　
　
　
賊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

此
の
ア
の
式
は
今
の
系
が
多
撒
の
系
の
2
器
諺
ご
5
（
集
合
）
の

一
つ
で
あ
っ
て
そ
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
内
、
袖
に
比
例
し
た
数
の

系
が
状
態
告
に
あ
る
と
云
ふ
場
合
の
も
の
で
あ
る
。
之
を
次
の

式
の
も
の
と
混
嗣
し
て
は
い
け
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね

　
　
　
．
㍉
1
1
（
M
（
β
）
賦
ぎ
‘
諺
（
壽
）
♂
ソ

　
　
　
　
　
　
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ

此
の
式
は
一
つ
の
系
の
波
動
蘭
撒
が
勉
の
扁
次
結
合
（
即
ち
財

（
転
も
で
あ
る
馨
の
も
の
で
・
此
の
式
絡
の
型
で
あ
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
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哲
畢
研
究
篁
二
百
五
十
｝
號

が
ω
、
は
之
と
は
全
く
異
つ
九
型
の
も
の
で
あ
る
。

　
統
計
的
知
識
の
表
現
の
も
一
つ
の
方
法
は
、
任
意
の
オ
ブ
ザ
…

バ
ブ
ル
ア
を
測
定
す
る
時
そ
の
薗
有
値
。
虚
日
ゴ
．
彗
塁
の
一
つ
．
。

が
得
ら
れ
る
確
率
を
與
へ
る
事
で
あ
る
。
系
が
毒
魚
？
に
あ
る

時
此
の
確
牽
は

　
　
　
　
ス
漁
♂
）
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
竺
）

で
與
へ
ら
れ
る
。
此
慮
に
冷
と
は
ア
の
綱
有
値
δ
に
鉗
す
る
圏

有
醸
撒
。
貫
①
謀
燐
9
け
圃
。
⇒
で
あ
る
。
冷
系
が
歌
能
％
に
あ
る
確
牽

が
そ
れ
ん
、
競
で
あ
る
事
し
か
知
ら
な
い
揚
合
に
は
此
の
確
寧

は
次
式
で
與
へ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
財
詳
ス
ぎ
♂
）
二
「
　
　
　
　
　
　
　
（
嗅
）

　
　
　
　
ふ

　
式
幻
は
一
般
に
め
，
の
郵
何
な
る
特
別
な
場
合
に
も
等
し
く
な

　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
f
、

い
。
師
ち
め
で
は

　
　
　
　
く

　
　
　
　
ス
財
（
こ
罫
♂
）
【
ゆ

　
　
　
　
　
ハ

で
あ
っ
て
、
粉
と
的
の
頼
蓮
は
ω
と
、
卿
の
頼
違
と
同
様
で
あ
る
。

　
ω
め
の
様
な
式
が
成
立
す
る
引
導
は
「
純
粋
歌
態
」
．
、
H
）
偽
善

　
　
（

。。

齟
閾
@
．
．
に
あ
る
と
呼
び
、
そ
の
波
動
繭
撒
を
9
と
す
る
。
式
図
効
、

を
謳
歌
態
転
な
る
系
の
加
撃
既
で
の
「
混
合
」
．
．
感
取
霧
免
、
と
呼

ぶ
。
系
の
統
計
的
知
識
の
最
も
一
般
的
な
型
は
混
合
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
入

表
さ
れ
る
事
を
示
す
事
が
寓
來
る
⑦
o
純
案
件
態
は
特
溺
な
場

合
で
、
或
～
つ
の
既
を
除
い
て
他
が
隠
題
で
あ
る
場
合
で
あ
る
。

此
の
意
味
で
の
混
合
が
無
何
な
る
純
梓
欺
態
と
も
本
質
的
に
異

る
事
は
く
れ
ん
＼
も
強
調
し
て
置
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

⑤⑥⑦

×
o
§
ξ
臼
註
3
　
τ
●
3
ω
’
我
々
ほ
畠
ぎ
艮
Φ
ω
窯
9
養
の
場

合
に
醗
つ
六
、
（
も
㌦
ヤ
）
臣
工
〃
ミ
ッ
ト
内
積
国
。
導
遜
㌶
コ
ぎ
回
翁

膨
．
o
黛
。
二
二
や
無
の
事
で
あ
ろ
o
k
ど
ヒ
ゴ
…
…
…
の
唖
の
活
字

ば
オ
ブ
ザ
ー
バ
プ
ル
及
そ
れ
惇
し
頼
…
僻
川
す
ろ
ナ
ペ
レ
タ
ー
○
℃
？

】，

驕
B
判
庵
衰
ほ
す
。

便
霊
の
爲
屡
々
「
波
動
隣
数
也
・
な
ろ
歌
態
」
と
云
ふ
代
り
に
「
歌

態
の
心
と
呼
ぶ
事
に
す
る
。
特
に
注
意
し
な
い
限
り
纏
て
波
動

爾
数
ほ
ぎ
毎
廷
鐸
鼠
部
ち
　
奪
竃
舞
【
と
す
る
。

此
の
概
念
の
冶
力
な
事
ぽ
最
近
溶
。
き
三
①
に
よ
つ
て
泣
“
さ

れ
大
。
（
摩
、
ξ
幹
労
。
く
●
ミ
”
O
N
い
（
お
ω
い
）
y

客
窪
告
讐
諺
識
3
、
｝
）
マ
a
N
！
ま
○
。
●

珂
波
束
の
・
ダ
ク
シ
・
ン

F
α

　
二
つ
の
系
－
及
∬
に
封
ず
る
波
動
繭
数
を
鰐
（
き
》
さ
）
と
し
、

此
の
二
つ
の
系
は
或
以
前
の
時
刻
ま
で
交
互
作
用
を
行
ひ
、
現
在

は
交
互
作
用
を
止
め
て
贋
る
と
す
る
。
此
の
場
合
、
一
般
に
一
義

的
な
、
次
の
様
な
形
で
の
展
開
が
常
に
存
在
す
る
事
を
示
す
事
が



179

患
陰
る
⑧
。

　　

@
　
矧
（
｛
・
（
鐵
（
乾
診
令
・
・
）
州
’
ε
（
・
・
）

此
慮
に
略
ざ
は
オ
ブ
ヅ
ー
バ
ブ
ル
五
の
岡
有
値
玩
に
饗
す
る
岡
有

鹸
撒
で
あ
り
，
棚
詳
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ブ
ル
R
の
園
有
値
続
に
饗
す

る
二
幅
蘭
撒
で
あ
る
。
各
玩
は
総
て
お
互
に
異
り
、
谷
隔
も
同
様

で
あ
る
。
系
1
1
だ
け
を
渋
図
す
る
な
ら
、
箇
が
結
合
系
の
波
動
繭

数
な
る
時
の
統
計
的
知
識
は
各
歌
態
群
の
加
重
重
な
る
混
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
⑨

に
よ
っ
て
表
は
さ
れ
る
事
を
示
す
事
が
欝
來
る
。
嗣
様
な
結
果
は

勿
論
系
工
に
附
て
も
成
立
す
る
Q
全
州
に
於
け
る
Z
及
左
の
測
定

は
み
の
殖
、
に
饗
し
て
左
に
権
以
外
の
値
は
與
へ
る
事
が
爵
來

な
い
。
斯
く
て
み
の
測
定
は
ん
の
値
及
系
∬
の
歌
態
を
豫
知
す

る
に
充
分
で
あ
る
、
託
ち
か
Σ
る
測
定
の
後
に
は
巡
警
は
常
に
純

粋
醜
態
ぜ
の
何
れ
か
に
あ
る
事
に
な
る
。
式
㈲
は
、
爾
系
の
連

結
…
が
、
｝
糸
Σ
を
系
丑
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ブ
ル
刃
の
測
定
に
適
合
し

た
測
定
装
置
に
す
る
襟
な
も
の
で
あ
っ
た
事
を
示
し
て
み
る
。
師

ち
量
る
は
「
指
針
の
讃
み
」
の
役
嶽
を
果
す
事
に
な
る
。

　
所
で
此
等
の
理
論
展
開
の
基
礎
に
三
っ
て
引
き
繊
さ
る
べ
き

結
論
は
、
若
し
系
∬
が
系
1
と
交
互
作
用
を
生
め
た
瞬
間
に
系
∬

に
「
實
寝
的
」
な
性
格
を
写
す
る
場
合
に
我
々
が
豫
期
す
べ
き
ま

　
　
　
　
　
量
子
力
學
に
於
け
ろ
槻
渕
に
就
て

さ
に
そ
の
も
の
で
あ
る
。
此
の
事
は
後
に
明
白
な
形
で
示
さ
う
σ

我
々
が
研
究
せ
ん
と
す
る
矛
盾
は
式
㈲
に
画
し
て
輿
へ
た
考
察

を
超
え
て
進
む
場
合
に
の
み
現
れ
て
薫
る
も
の
で
あ
る
。
我
々
は

展
開
燭
が
一
義
的
で
な
い
場
合
を
探
す
か
1
桝
へ
ば
E
P
R

に
よ
つ
て
與
へ
ら
れ
た
例
や
（
V
）
に
於
て
與
へ
る
一
つ
の
例
一

…
叉
は
も
っ
と
一
般
の
型
の
展
開
式
に
よ
っ
て
蓬
む
か
す
れ
ば

よ
い
。

　
此
の
第
二
の
場
合
は
直
接
に
我
々
を
一
般
的
な
方
法
、
「
波
束

の
レ
ダ
ク
シ
ョ
ン
お
費
窪
8
」
の
方
法
に
導
く
。
此
の
手
綾
は

一
般
に
よ
く
知
ら
れ
て
肥
り
又
物
理
學
馬
面
に
受
け
入
れ
ら
れ

て
蘇
り
、
E
P
R
に
建
て
も
使
用
さ
れ
て
居
る
、
然
し
筆
者
は
此

の
場
合
に
適
用
さ
れ
た
明
白
な
形
で
の
記
蓮
を
見
趣
す
事
が
嵩

來
な
か
っ
た
。
之
を
次
に
簡
軍
に
示
し
て
置
か
う
。
M
が
系
1
の

任
意
の
オ
ブ
ヅ
ー
バ
ブ
ル
、
妬
は
そ
の
岡
有
値
に
封
ず
る
團
有
鹸

撒
と
す
れ
ば
劇
、
9
ご
ξ
）
を
直
交
豊
年
番
σ
∫
）
の
、
湘
φ
蘭
撒

を
係
撒
と
す
る
級
数
と
し
て
次
の
檬
に
表
は
し
得
る
。

　
　
　
　
鰐
9
ご
書
）
1
1
麟
寄
（
き
）
ぐ
（
言
ソ
　
　
　
（
心
）

此
慮
に
、

　
　
　
ヘ
ミ
分
㎡
）
け
導
ミ
晶
、
（
’
ご
）
矧
？
ご
壽
×
二
　
（
鰍
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
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哲
婦
研
究
　
第
二
喜
五
十
h
號

、
系
1
に
於
て
M
を
測
定
し
て
値
，
腓
を
得
た
後
に
系
H
に
就
て
持

つ
で
あ
ら
う
統
計
的
知
識
は
次
の
過
程
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
。

波
動
醜
撒
が
ω
の
様
に
な
っ
て
居
る
結
合
系
目
十
癖
に
な
さ
れ

た
大
数
の
測
定
を
考
へ
る
、
此
の
各
測
定
は
理
工
に
就
て
M
の
値

を
及
び
系
1
1
に
就
て
何
か
或
オ
ブ
ザ
ー
バ
ブ
ル
ア
の
値
を
決
定

す
る
事
か
ら
成
立
し
て
居
る
。
此
の
時
我
々
は
、
M
が
或
値
〆
で

あ
っ
た
測
定
の
み
を
と
っ
た
場
合
の
ア
に
恥
し
て
種
々
の
値
δ

が
見
撫
さ
れ
る
相
謝
的
度
撒
．
を
得
る
事
に
な
る
。
此
の
報
野
鼠
度

数
は
定
義
か
ら
一
（
職
？
ご
詐
y
≠
・
ひ
こ
N
駒
（
」
弓
し
）
一
障
（
舞
国
ρ

へ
一
）
）
な
る
量
に
比
例
す
る
、
然
し
て
此
の
量
は
㈲
式
に
よ
っ
て
学

士
ス
ぐ
装
働
と
博
に
等
し
い
。
此
の
事
は
縮
て
の
オ
ブ
ヅ
ー
バ

ブ
ル
ア
に
惜
し
て
正
し
い
か
ら
、
系
1
の
測
定
が
M
に
封
し
値
〆

・
望
蜀
ハ
へ
た
後
、
系
1
1
は
波
動
フ
臨
撒
。
か
　
　
ノ
ー
マ
リ
ゼ
ー
シ
霧
ン

を
度
外
即
し
て
　
　
㈲
に
よ
っ
て
輿
へ
ら
れ
る
純
梓
歌
態
に
あ

る
事
が
解
る
。

　
註
③
　
く
◎
累
。
§
日
§
口
註
3
、
℃
鳴
’
重
い
只
以
事
「
ナ
プ
ザ
…
バ
プ
ッ
」

　
　
　
　
（
は
る
｝
冨
葉
た
］
）
貯
ρ
o
の
霊
丁
の
「
麗
↓
換
ナ
プ
ザ
ー
バ
グ
ル
の
ん
沁
全

　
　
　
　
系
。
露
口
祉
0
8
給
け
○
［
8
言
5
無
ぎ
膿
。
富
巽
く
即
三
。
し
の
意
味
で

　
　
　
　
使
用
す
る
O
U
導
鋤
P
］
謬
貯
9
覧
霧
竃
ゆ
薫
慧
§
口
試
0
9
舘
瞬
2

　
　
　
　
脅
圃
（
韓
。
昏
ぼ
。
コ
y
問
様
げ
レ
か
・
ろ
オ
ブ
ザ
ー
バ
プ
期
の
紐

⑨⑩

八
○

の
開
一
窟
∂
値
の
紐
の
｛
墨
恥
「
ナ
プ
ザ
ー
バ
プ
〃
」
の
「
闇
一
有
｛
寵
し
と

曄
ぶ
事
に
す
る
Q

直
ぐ
次
奄
見
よ
G
使
用
さ
れ
た
波
動
繭
数
ほ
…
般
に
ほ
波
動
方

税
式
の
定
常
解
で
ほ
な
い
Q
併
し
今
の
議
論
に
於
て
ほ
晦
尚
ほ

抽
象
し
て
置
く
事
が
掛
來
ろ
、
何
故
な
ら
或
時
鋼
に
於
け
る
〔

つ
の
系
に
就
て
の
統
計
的
知
識
臣
、
微
分
方
灘
式
に
よ
っ
て
他

の
謹
直
の
そ
れ
か
ら
計
算
す
る
事
が
鱗
來
る
か
ら
（
〆
．
・
×
o
漏
，

ぎ
p
影
註
3
、
筆
㌻
同
○
。
9
．

ノ
ー
マ
ラ
イ
ズ
さ
れ
て
緩
な
い
Q
そ
し
て
一
般
に
お
互
に
薩
交

し
て
居
な
い
。

（IV）

確
牽
計
算
及
そ
の
結
果

　
此
上
に
於
て
吾
々
は
、
力
學
的
妨
害
か
ら
断
っ
て
了
つ
た
系
は

猫
立
に
實
在
的
性
質
を
持
つ
と
見
下
し
得
る
と
云
ふ
假
設
か
ら

豫
期
せ
ら
れ
る
結
果
と
、
量
子
力
墨
の
結
果
と
の
間
の
｝
致
や
不

一
致
の
程
度
の
詳
細
な
議
論
を
な
す
準
備
が
禺
來
た
。
何
と
な
れ

ば
我
々
は
此
の
假
説
に
明
確
な
形
を
與
へ
得
る
し
、
ま
た
系
1
1
を

測
定
し
た
と
き
、
諸
種
の
結
果
を
得
る
確
奪
に
就
て
の
あ
ら
ゆ
る

問
に
答
へ
る
嚇
つ
の
方
法
を
そ
れ
を
根
橡
と
し
て
與
へ
得
る
か

ら
G
之
を
今
「
方
法
A
」
（
〉
角
⑦
二
、
｝
○
島
㌧
ピ
）
と
名
付
け
や
う
。

　
假
設
及
び
方
法
A
－
　
二
つ
の
系
が
交
互
作
用
を
行
っ
て
居
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る
間
に
昏
系
は
或
決
っ
た
歌
態
に
韓
移
し
た
と
假
定
す
る
、
そ
し

て
現
在
は
系
1
は
款
態
“
ポ
の
巾
の
一
つ
に
、
系
1
1
は
朕
態
州
認

の
蝋
つ
に
在
る
と
す
る
。
此
等
の
韓
移
は
困
果
的
に
決
定
し
て

居
る
の
で
な
く
、
適
露
な
測
定
を
行
は
な
い
限
り
ど
の
韓
移
が
起

つ
た
か
を
見
出
す
方
法
は
な
い
。
測
定
を
行
は
な
い
揚
合
に
は

我
々
は
箪
に
諸
種
の
韓
移
の
確
率
が
各
罎
き
で
あ
．
り
、
系
王
が
も
ぎ

に
あ
る
な
ら
系
1
1
は
ボ
に
あ
る
べ
き
事
を
知
る
の
み
で
あ
る
。

此
れ
は
確
牽
の
あ
ら
ゆ
る
必
要
な
計
算
を
す
る
爲
の
充
分
な
根

稼
を
提
供
す
る
、
そ
の
方
法
は
普
通
の
確
牽
論
の
方
法
で
あ
る
。

　
方
法
呂
－
方
法
A
の
結
果
を
量
子
至
嘱
の
計
算
か
ら
の
結

果
と
、
式
㈲
及
④
㈲
と
蘭
写
し
て
論
明
し
た
請
事
實
を
使
っ
て
、

比
較
し
や
う
。

　
解
答
が
要
求
さ
れ
る
四
つ
の
型
の
腿
が
あ
る
。
記
號
は
前
と
岡

じ
と
す
る
、
特
一
に
次
の
｛
畢
を
記
憶
さ
れ
た
い
。
オ
ブ
ザ
ー
バ
ブ
ル

Z
及
左
は
展
開
式
㈲
と
の
關
聯
を
通
し
て
特
別
の
意
、
味
を
持
っ

て
覧
る
が
、
溜
及
5
は
任
意
の
オ
プ
ザ
～
バ
ブ
ル
で
あ
る
。
輪
島

そ
の
答
は
次
の
如
し
。

　
（
a
）
今
ぶ
の
各
民
有
値
を
σ
各
園
有
職
撒
を
％
と
す
る
時
、

系
1
に
全
然
測
定
を
行
は
す
に
、
系
1
1
に
於
て
8
を
測
定
し
て
結

　
　
　
　
　
量
子
力
學
に
於
け
ろ
概
測
に
就
て

果
ノ
。
を
得
る
曜
卒
は
い
く
ら
か
？
・
爾
方
法
は
七
一
の
結
果

　
　
　
　
測
柚
・
邑
（
ご
5
・
・
と
口
・
　
　
　
（
①
）

を
與
へ
る
事
は
明
か
で
あ
る
。
（
養
畜
に
績
く
詮
明
を
見
よ
）

　
（
b
）
系
工
に
於
て
五
が
灘
定
さ
れ
て
㌃
が
得
ら
れ
た
時
票
1
1

に
於
て
3
の
値
，
σ
を
得
る
確
傘
知
何
？
雨
方
法
共
直
ち
に
次
の

結
果
を
輿
ふ
る
。

　
　
　
　
ス
州
ぞ
ぎ
・
）
薫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
刈
）

　
　
　
　
　
　
舷

砺
一
1
沁
及
q
、
鴇
℃
、
の
場
合
に
は
特
に

　
　
　
　
ス
f
ぐ
）
［
楠
一
1
・
。
署
・
　
　
　
　
　
　
（
黛
）

　
　
　
　
　
　
帖
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

で
、
確
定
的
な
値
を
豫
臥
す
る
事
が
親
仁
る
。
か
、
る
確
定
的
豫

知
の
可
能
性
が
E
P
R
に
よ
っ
て
オ
ブ
ザ
ー
バ
ブ
ル
左
の
「
物
理

的
實
在
の
準
嫁
」
と
さ
れ
た
。
特
に
此
の
事
が
、
画
嚢
孟
が
正
し

い
と
謝
す
る
襟
に
す
る
簿
弱
な
根
嫁
で
あ
る
。

　
（
C
）
系
王
に
於
て
躍
を
測
定
し
て
値
〆
を
得
た
時
に
於
て
ん

の
値
饒
を
得
る
確
牽
如
何
？
・
少
し
く
計
算
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

が
省
く
、
（
d
）
に
詳
細
に
蓮
べ
る
計
算
に
類
似
の
も
の
で
あ
る
Q

爾
方
法
共
次
の
結
果
を
與
へ
る
。

　
　
　
　
噴
£
（
“
～
・
寄
）
…
Q
＼
　
嗣
ス
ギ
ぐ
）
一
一
〕
　
（
。
。
）

　
（
d
）
系
工
に
於
て
湿
を
測
定
し
値
，
鯵
を
得
た
時
1
1
に
於
て
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一
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壁

の
値
，
σ
を
得
る
確
奪
如
才
？

　
方
法
A
　
　
爾
系
の
謝
を
全
く
嗣
一
に
し
つ
ら
へ
た
も
の
を

無
稽
に
作
っ
て
之
に
測
定
を
行
っ
て
行
く
と
、
農
功
…
（
婁
セ

・
ヤ
で
）
【
ゆ
な
る
割
合
で
涯
に
饗
し
て
値
〆
を
與
へ
る
。
此
の
値
を

與
へ
そ
し
て
歌
態
ゴ
に
あ
る
系
1
1
を
持
っ
て
る
る
も
の
は

讐
L
（
薪
ソ
ぐ
）
マ
な
る
舗
合
で
あ
る
。
然
ら
ば
〃
に
封
し
値

〆
を
ε
に
饗
し
！
σ
を
與
へ
る
も
の
は
》
£
ス
鴫
ξ
・
寄
・
）
端
×

ス
響
』
q
、
）
　
。
な
る
割
合
で
あ
る
。
此
の
値
を
〃
が
値
ノ
魑
を
取

る
場
合
の
割
合
で
諮
れ
ば
求
む
る
ア
ポ
ス
テ
リ
オ
リ
の
確
禦
を

得
る
。

　
　
　
　
〔
沓
L
（
ギ
ξ
ご
悼
ス
踏
ミ
ぐ
）
【
ゆ
〕
＼

　
　
　
　
　
　
　
〔
営
．
弛
（
ど
寄
）
…
占
　
　
（
㊤
ン
）

　
方
法
君
一
－
㈲
，
圖
に
豫
っ
て
此
の
場
合
の
波
動
麟
数
は
次
の

様
で
あ
る
、
之
か
ら
確
率
を
計
算
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
で
、
．
？
む
曝
9
｝
）
｝
諺
分
・
ご
緯
（
重
£
ゴ
2
）

此
の
蘭
撒
を
ノ
ー
マ
ラ
4
ズ
し
て
略
と
の
内
積
の
卒
法
を
取
れ

ば
求
む
る
確
雍
を
得
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

　
　
　
　
芦
誘
（
楠
む
隅
（
ξ
書
×
ご
8
三
じ
〕
＼

　
　
　
　
　
　
　
〔
》
Σ
④
ξ
番
・
）
藁
ソ
　
　
（
笛
き

　
　
　
　
　
　
　
　
む

八

此
の
分
愚
は
ノ
…
マ
リ
ぜ
ー
シ
響
ン
か
ら
來
た
の
で
あ
る
。

　
（
揖
）
と
（
の
切
）
と
の
閣
の
不
一
致
は
諸
確
率
振
編
冥
9
艶
ξ

節
諺
℃
憂
猛
。
）
の
閥
に
起
る
有
名
な
邸
宅
「
干
渉
」
に
越
困
し
て
屡

る
。
（
a
）
の
場
合
に
は
か
・
る
評
議
が
現
れ
な
い
事
が
通
常
強

調
さ
れ
て
贋
る
。
そ
れ
は
竹
鋸
装
置
を
軍
に
附
加
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
系
の
行
動
に
酬
般
に
錦
何
な
る
敵
果
を
鋳
つ
か
の
み
を

示
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
（
d
）
の
場
合
は
普
通
述
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

ら
れ
て
居
な
い
か
ら
、
愚
者
に
、
理
論
は
蝦
論
A
と
爾
立
す
る
と

云
ふ
印
魚
礎
を
蹴
ハ
へ
る
可
磁
肥
稗
誉
か
あ
．
る
。

　
（
陽
）
と
（
務
）
の
間
の
形
式
的
相
蓮
は
次
の
原
困
に
よ
る
、
ω

及
㈲
に
急
い
て
蓮
べ
た
事
に
よ
っ
て
、
系
1
に
於
て
濯
を
測
定
し

て
了
つ
た
後
に
系
∬
は
純
糠
妖
態
翻
ち
∫
で
表
は
さ
れ
る
歌
態

の
一
つ
に
あ
る
。
し
か
ら
ば
も
早
、
菰
ぼ
の
｝
つ
以
外
の
他
の
ど

の
純
粋
歌
態
を
混
合
す
る
事
に
よ
っ
て
も
謡
ゼ
を
操
縦
す
る
事

は
出
馬
な
い
。
か
く
て
、
方
法
A
が
方
法
8
と
爾
立
し
な
い
だ
け

で
な
く
、
方
法
A
を
如
何
に
修
正
し
て
も
、
方
法
A
と
方
法
B
の

間
の
辻
棲
を
合
は
す
事
も
繊
來
な
い
事
と
な
る
。

此
慮
に
示
し
た
矛
贋
は
、
量
子
力
學
と
古
典
の
鵬
果
姓
の
信
條

と
の
閥
の
矛
盾
と
同
様
に
躍
に
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
個
々
の
部
分
の
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愛
革
で
な
く
、
概
念
の
根
本
酌
な
慶
革
を
意
瞭
し
て
贋
る
。
維
持

嵩
來
な
い
と
思
は
れ
る
考
へ
は
大
ざ
つ
ば
に
云
へ
ば
、
こ
つ
の
物

が
猫
噂
し
て
存
在
す
る
と
云
ふ
考
へ
で
あ
る
、
郎
ち
系
H
と
、
系

H
に
就
て
の
知
識
、
即
ち
系
1
の
測
定
に
よ
っ
て
の
み
得
ら
れ
る

も
の
。
量
子
論
は
之
は
主
命
と
客
層
の
開
の
十
分
な
概
念
で
は

な
い
と
云
ふ
事
を
示
す
。

　
註
⑧
　
遍
）
釜
ご
註
3
、
㌻
㏄
9
其
庭
に
蓮
べ
て
あ
ろ
言
葉
ほ
全
く
距
し

　
　
　
　
い
、
轡
し
不
注
脚
録
な
譲
者
に
に
鍛
観
A
に
封
ず
ろ
偏
愛
に
誤
導

　
　
　
さ
れ
，
や
す
・
い
。
題
糠
な
事
に
～
×
。
毒
霊
p
妻
註
δ
｝
）
．
お
辞

　
　
　
及
び
二
Φ
ぼ
の
謬
び
2
頓
潅
3
　
一
）
℃
．
敏
O
－
O
o
　
に
…
逃
べ
て
あ
る
鷲
u
に
．

　
　
　
就
て
も
云
ひ
欝
ろ
。

　
　
　
　
劉
物
理
的
綱

　
　
　
　
（

　
量
子
鬼
畜
と
、
椴
詮
A
に
そ
の
明
確
な
表
式
を
見
撫
す
槻
瓢
．
と

が
爾
観
し
な
い
事
が
撒
學
的
に
賢
明
さ
れ
た
Q
具
艦
的
な
物
理
的

纏
に
於
て
實
際
に
之
を
示
し
得
る
か
ど
う
か
を
猴
尋
ね
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

で
あ
ら
う
。
何
と
な
れ
ば
正
當
な
形
式
的
要
求
に
も
不
拘
、
縮
て

の
数
｛
墨
・
的
オ
ペ
レ
タ
ー
（
演
算
子
）
。
ゾ
か
實
験
的
「
に
測
定
患
」
來
る
織
羅

に
必
ず
し
も
樹
鷹
・
す
る
と
は
限
・
ら
な
い
と
我
々
は
確
肌
に
考
へ
得

る
か
ら
で
あ
る
。澱

子
力
雛
に
於
け
ろ
搬
灘
に
就
て

　
｝
つ
の
例
が
R
P
R
に
よ
っ
て
撒
墨
的
形
式
に
於
て
承
さ
池

た
。
ボ
ー
ア
が
涯
伍
し
た
襟
に
、
そ
し
て
撒
畢
的
に
明
か
で
あ
る

襟
に
此
の
例
を
物
理
的
に
立
際
に
示
す
事
は
色
々
の
病
難
を
含

ん
で
罵
る
、
特
に
實
際
に
は
許
さ
れ
な
い
仕
方
で
時
間
を
全
く
紬

象
し
て
了
ふ
事
が
必
要
な
の
で
あ
．
る
。
筈
々
は
今
、
一
つ
の
樹
を

物
理
的
な
書
葉
で
、
そ
れ
に
含
ま
れ
て
居
る
諸
鐙
の
縛
開
鮒
關
聯

を
も
考
へ
に
入
れ
て
示
さ
う
っ

　
問
題
の
黙
に
翻
す
る
物
理
的
例
を
與
へ
ゐ
儒
に
は
次
の
事
を

淫
し
て
居
る
場
、
合
で
あ
れ
ば
そ
れ
が
ど
ん
な
も
の
で
あ
，
つ
て
も

充
分
で
あ
ら
う
。
郎
ち
、
一
つ
の
系
G
O
は
他
の
系
億
、
を
槻
測
す
る

測
、
定
装
置
と
し
て
使
用
さ
れ
る
事
、
及
爾
薙
間
の
交
互
作
用
が
終

っ
た
後
、
測
定
器
の
指
針
と
し
て
使
用
さ
れ
る
オ
ブ
ザ
ー
バ
ブ
ル

以
外
に
、
何
か
他
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ブ
ル
が
系
王
に
於
て
測
定
さ
れ

得
る
事
で
あ
る
。
系
1
1
に
就
て
結
果
す
る
諸
論
結
は
、
要
黙
に
於

て
場
合
（
d
）
の
も
の
に
な
ら
う
。
蔀
ち
、
量
子
力
藥
と
撒
読
A
の

間
の
矛
盾
が
明
か
な
場
合
で
あ
る
。
か
・
る
偶
は
疑
ひ
も
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

色
々
と
興
へ
る
事
が
急
病
る
で
あ
ら
う
。
併
し
な
が
ら
、
特
に
巧

妙
で
顯
著
な
特
別
な
型
の
綱
が
あ
る
、
謙
ち
E
P
R
が
示
し
た
例

で
あ
る
、
そ
し
て
此
麗
に
薔
々
が
示
さ
う
と
思
ふ
綱
も
此
の
型

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
塾
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の
も
の
で
あ
る
Q
之
を
詳
細
に
亙
っ
て
記
す
前
に
、
此
の
種
の
例

の
性
質
を
示
し
、
此
の
例
と
離
塁
の
理
論
と
の
關
係
を
示
さ
う
。

　
　
　
　
　
　
亭
ヤ
ラ
ク
タ
リ
λ
テ
毒
ク
．
ノ
～
テ
ユ
で
⑫

　
か
、
る
例
の
特
性
的
な
形
欺
は
、
展
開
式
偶
が
一
義
的

で
な
い
場
合
を
選
ぶ
事
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
。
假
論
A
の
様
な
形

を
も
つ
た
假
説
を
、
周
の
型
の
二
つ
の
展
開
式
の
各
に
蚤
癒
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ヨ
ノ

定
め
る
事
が
禺
駈
る
。
之
等
の
羽
立
の
各
は
紛
ω
㈹
叉
特
に
σ

の
形
の
量
子
力
墨
の
諸
結
果
と
総
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
か
く
て

そ
れ
等
の
爾
方
共
が
、
假
設
A
の
下
に
横
っ
て
居
る
一
般
的
な
態

度
に
從
っ
て
、
正
し
い
と
し
て
受
容
れ
ら
れ
る
。
そ
れ
で
、
啓
蟄

設
A
は
、
系
∬
が
或
一
定
の
（
未
知
で
は
あ
る
が
）
歌
態
に
韓
移
し

た
と
主
張
し
、
叉
そ
の
歌
劇
で
は
或
オ
ブ
ザ
…
バ
ブ
ル
が
決
定
し

た
値
を
取
る
も
の
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
上
に
例
と
し
て
選
ば
れ

た
場
合
に
於
て
、
系
1
1
に
慌
し
て
斯
く
の
姑
く
課
せ
ら
れ
た
一
ろ

の
要
求
は
量
子
受
払
に
於
け
る
無
何
な
る
奇
態
に
於
て
も
、
不
曜

定
性
簾
理
に
よ
る
翻
限
の
故
に
、
同
時
に
充
た
さ
れ
る
事
は
班
來

な
い
。
假
論
A
に
於
て
表
現
せ
ら
れ
た
舗
石
は
、
そ
れ
故
に
量
子

力
墨
と
矛
盾
す
る
事
に
な
る
。

　
此
の
論
議
を
心
に
置
い
て
、
例
題
の
詳
細
な
議
論
に
進
ま
う
。

之
に
於
て
は
、
撒
墨
的
形
式
の
需
葉
よ
の
庵
實
燃
物
理
②
冨
葉
の

八
四

方
を
使
ふ
事
に
し
や
う
。

　
質
量
泥
の
璽
粒
子
、
纏
へ
ば
陽
子
、
の
位
置
を
「
精
微
鏡
」
で
決

定
す
る
場
合
を
考
へ
る
。
此
の
顯
微
鏡
は
Y
線
を
使
ふ
の
で
な

く
て
、
質
量
耀
の
輕
荷
電
粒
子
鯉
へ
ば
電
子
を
使
ふ
檬
に
作
ら
れ

て
あ
る
と
す
る
。
此
の
顯
微
鏡
の
「
筒
」
の
壁
か
ら
ソ
フ
ト
な
（
郎

ち
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
小
さ
い
）
光
を
照
ら
し
て
、
「
レ
ン
ズ
」
に
向
っ

て
進
み
つ
・
あ
る
電
子
に
よ
っ
て
散
鳳
さ
せ
れ
ば
、
電
子
の
蓮
動

⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
畠

量
の
横
の
成
分
を
散
餓
光
の
ド
ッ
プ
ラ
ー
敷
果
に
よ
っ
て
斜
算

す
る
事
が
滋
來
る
。
適
常
な
事
惰
の
下
で
は
、
之
に
よ
っ
て
陽
子

　
　
　
⑮

の
蓮
動
量
を
極
め
て
正
確
に
知
り
得
る
事
に
な
る
。
他
面
に
於

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

て
、
陽
子
の
之
に
鍛
越
す
る
坐
標
を
正
確
に
知
る
爲
に
は
、
電
子

の
蓮
動
を
途
巾
で
縄
観
し
な
い
檬
に
し
て
、
聖
裁
の
乾
板
に
常
て

る
様
に
す
れ
ば
よ
い
。
第
一
の
實
鹸
に
鋤
慮
す
る
「
假
詮
A
」
は

次
の
如
し
、
電
子
と
陽
子
が
衝
突
し
て
叢
る
闇
に
陽
子
は
或
…
定

の
蓮
動
量
を
持
っ
て
艦
る
一
つ
の
歌
態
に
韓
移
す
る
、
此
の
歌
態

は
電
子
に
測
定
を
煎
へ
る
事
に
よ
っ
て
決
定
す
る
事
が
嵩
來
る
。

第
こ
の
實
験
に
鍬
癒
す
る
も
の
と
し
て
は
、
「
忍
野
A
」
を
、
「
蓮

動
讃
し
と
云
ふ
書
舗
を
「
坐
標
」
と
云
ふ
欝
葉
に
置
換
へ
て
讃
め
ば

第
一
の
場
合
の
ま
、
で
よ
い
事
に
な
る
。
電
子
が
顯
微
鏡
の
ゆ
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に
散
観
さ
れ
陽
子
と
の
交
互
作
購
が
止
ん
だ
後
に
於
て
は
レ
ど
ち

ら
の
實
瞼
を
行
は
う
と
我
々
の
自
由
で
あ
る
か
ら
、
之
等
の
鰻
説

の
基
礎
に
な
っ
て
癬
る
観
鮎
を
承
認
す
る
な
ら
ば
、
見
掛
設
は
岡

時
に
正
し
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
然
る
に
、
南
方
が
嗣
酵
に
正

し
い
と
云
ふ
事
は
不
確
定
義
理
と
矛
盾
す
る
事
が
わ
か
る
。

　
此
の
二
つ
の
計
測
　
　
二
考
選
一
的
な
　
　
に
塗
す
る
不
確

定
性
の
實
際
的
表
現
を
導
き
濁
す
前
に
、
男
主
と
し
て
此
れ
等
の

物
理
的
な
機
甲
を
考
へ
て
見
や
う
。
原
理
的
に
云
っ
て
ド
ッ
プ
ラ

ー
敷
呆
の
實
験
は
任
意
の
正
確
さ
に
於
て
行
ふ
事
が
出
來
る
。

（
註
1
6
の
後
の
部
分
斜
照
）
。
そ
れ
故
に
不
確
定
ζ
は
粒
子
の
蓮

動
量
に
於
け
る
初
め
か
ら
の
不
確
定
に
よ
っ
て
決
っ
て
み
る
と

見
難
し
て
よ
い
、
之
を
小
さ
く
す
る
に
は
飲
め
左
様
な
る
檬
に
準

備
し
て
遣
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
所
が
か
く
の
如
く
準
備
さ
れ
た
粒
子

を
用
ふ
れ
ば
、
潔
の
豫
測
の
距
確
さ
が
或
程
度
の
制
限
を
受
け

る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
吾
々
が
行
は
う
と
欲
す
る
豫
測
は
或

定
つ
た
時
刻
に
レ
フ
ァ
～
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
、
所
が
、
爲

眞
の
乾
板
か
ら
讃
み
取
る
潔
の
豫
瀾
は
衝
突
の
瞬
間
　
　
此
の

隠
刻
は
正
確
に
知
る
事
は
懲
來
な
い
、
何
故
な
ら
此
れ
等
の
長
い

一
蓮
の
波
が
衝
突
し
て
通
過
し
合
ふ
ま
で
或
る
右
限
の
醇
間
を

　
　
　
　
　
量
子
力
學
に
於
け
る
概
灘
に
就
て

要
す
る
か
ら
で
あ
る
ひ
　
に
レ
フ
ァ
ー
し
て
み
る
事
レ
に
よ
っ

て
或
定
つ
た
時
刻
と
云
ふ
の
を
等
等
の
一
業
の
波
が
お
亙
に
通

過
し
切
っ
た
石
弾
に
選
ん
で
、
そ
の
時
刻
に
於
け
る
豫
測
を
し
や

う
と
す
れ
ば
、
此
の
衝
突
し
て
み
る
闇
に
陽
子
が
或
距
離
動
く
事

に
な
る
。
此
の
事
は
積
，
レ
㌧
珍
ζ
に
最
小
限
．
が
あ
、
る
事
を
教
ふ
る
ウ

併
し
小
質
量
電
子
は
陽
子
が
存
在
し
て
み
る
場
所
を
念
遽
に
通

過
す
る
一
方
、
衝
突
後
の
陽
子
の
章
動
は
比
較
的
遽
い
の
で
、
此

の
七
レ
硫
の
最
小
限
は
（
量
子
力
墨
の
晴
の
様
に
）
々
で
な
く
し

て
、
約
（
ミ
＼
」
＼
）
藤
と
な
る
。

　
跳
の
事
を
示
す
爲
に
、
ぎ
の
豫
測
に
於
け
る
不
確
定
の
よ
っ
て

遮
る
層
能
な
源
を
論
じ
や
う
。
之
等
は
次
の
三
つ
で
あ
る
。
ω
顯

微
鏡
の
有
隈
な
分
解
力
、
国
辱
黙
の
不
正
確
、
㈲
衝
突
の
瞬
悶

と
、
豫
測
が
レ
フ
｝
，
一
す
る
瞬
閥
の
閥
に
於
け
る
陽
子
の
蓮
動
の

可
能
。

　
ω
右
限
な
分
解
力
、
之
は
次
の
不
確
定
を
與
へ
る

　
　
　
　
レ
》
～
（
y
＼
m
）
～
（
ミ
誉
）
㎏
　
　
　
　
　
　
禽
e

上
瞼
に
・
は
風
隠
鏡
の
穴
の
口
径
で
あ
り
、
λ
及
ノ
は
電
子
の
波

長
及
び
愈
愈
量
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
働
蕉
黙
の
不
銃
傷
。
電
子
を
編
8
の
細
隙
を
通
し
て
入
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
五
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哲
學
研
究
　
箪
二
百
五
十
一
號

め
る
。
覗
野
の
遠
い
纏
で
は
廻
折
の
た
め
に
、
電
子
線
の
編
は

（
昌
含
）
十
（
鳶
＼
曽
）
と
な
る
、
評
説
に
Z
は
概
野
の
廣
さ
で
あ
る
．
ワ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

ぶ
を
趨
當
に
選
ぶ
と
、
此
れ
は
最
小
値
（
ソ
ト
）
．
を
取
る
。
所
で

Z
は
（
ミ
せ
）
麟
ち
此
の
淵
叢
の
波
の
全
協
の
長
さ
に
等
し
く
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
然
ら
ざ
れ
ば
、
覗
野
の
翻
限
に
よ
っ
て
、
散

織
さ
れ
た
波
の
廻
折
が
大
き
く
な
っ
て
、
行
は
ん
と
し
た
ド
ッ
プ

ラ
ー
敷
果
の
實
験
の
意
味
を
ぶ
ち
こ
わ
し
て
了
ふ
様
に
な
る
。
か

く
て
、
此
の
原
凶
に
よ
る
湿
の
不
確
定
に
甚
し
次
を
得
る
。

　
　
　
　
ζ
～
A
ミ
七
）
r
匙
＼
9
七
）
中
　
　
（
ε

　
鋤
陽
子
の
蓮
動
の
許
容
。
次
の
程
度
の
時
間
に
於
け
る
陽
子

の
…
連
鋤
丁
ぜ
考
へ
に
入
れ
れ
ば
よ
い
。

　
　
　
　
レ
、
～
（
ミ
せ
）
＼
（
ミ
、
ミ
γ

蔀
ち
、
電
子
が
そ
の
波
の
早
り
の
一
番
長
い
部
分
の
長
さ
を
以

て
逓
過
す
る
晴
閥
で
あ
、
る
。
衝
突
後
の
陽
子
の
遽
度
を
鐵
來
る

だ
け
小
さ
く
す
る
薦
に
は
、
親
野
の
中
に
二
つ
の
等
し
い
大
き
さ

で
逆
向
き
の
蓮
動
量
を
持
つ
た
粒
子
を
遷
り
込
め
ば
・
．
α
い
。
さ
う

す
れ
ば
、
電
子
が
直
角
の
方
向
に
散
財
さ
れ
た
場
合
、
陽
子
の
漣

度
の
成
分
は
零
と
な
る
。
併
し
孔
の
大
き
さ
。
か
右
隈
た
か
ら
大

醍
に
於
て
次
の
大
き
さ
を
見
て
置
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

入
！x

　
　
　
碁
～
る
こ
、
）
・

そ
れ
で
次
の
式
を
得
る
。

　
　
　
レ
を
～
詠
レ
＼
～
A
ミ
鳶
＼
×
ミ
《
）

　
以
上
の
事
か
ら
次
の
結
果
に
瞑
す
る
。

　
　
　
レ
＼
ジ
づ
～
七
（
レ
毛
十
レ
慶
十
レ
ち
）

（
お
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
～
昏
｛
ハ
レ
ミ
慧
）
＋
ヘ
レ
ミ
＼
“
）
岐
＋
・
（
ミ
＼
ミ
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
霊
）

七
を
頭
に
比
し
て
甚
だ
小
さ
く
す
れ
ば
、
次
の
嫌
に
す
る
事
－
か

地
下
る
。

　
　
　
　
ζ
レ
く
～
ヘ
ミ
＼
ミ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
○
ど

此
の
際
・
を
も
小
く
す
る
事
に
よ
っ
て
原
理
的
に
云
っ
て
レ
㌧
レ
く

を
任
意
に
小
さ
く
す
る
事
が
出
劣
る
。
郎
ち
此
等
二
粒
子
の
質
量

の
差
異
を
使
は
な
く
て
も
之
を
原
理
的
に
任
意
に
小
さ
く
し
得

る
事
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク

　
絢
に
於
て
豫
備
的
に
論
じ
た
以
上
の
詮
明
に
於
て
、
無
の
如
き

結
果
を
不
確
定
原
理
に
比
較
す
る
事
に
よ
っ
て
、
痛
論
A
が
量
子

力
學
と
差
立
し
な
い
事
が
わ
か
る
。

結

塾纂冊



IS7

　
徽
學
的
論
謹
と
思
考
實
験
の
論
議
と
の
爾
方
に
よ
っ
て
、
他
の

系
と
の
一
斗
的
交
互
作
用
か
ら
離
れ
た
一
つ
の
系
が
猫
立
し
た

實
在
的
性
質
を
持
つ
と
云
ふ
椴
説
が
量
子
力
學
と
矛
盾
す
る
も

の
で
あ
る
事
が
わ
か
る
。
此
の
結
論
は
、
一
つ
の
系
と
そ
れ
を
観

測
す
る
手
段
と
が
、
古
典
理
論
で
滲
へ
ら
れ
て
る
た
よ
り
、
も
っ

と
微
妙
に
そ
し
て
密
接
に
一
過
し
て
み
る
事
を
看
過
し
て
は
な

ら
ぬ
事
を
意
臥
し
て
み
る
。
疵
の
事
は
決
し
て
、
量
干
力
學
が
経
．

験
を
取
扱
つ
た
り
暴
騰
し
た
り
す
る
駕
の
充
分
な
方
法
と
看
微

さ
る
べ
き
で
な
い
と
云
ふ
事
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で

あ
る
。
之
は
、
ボ
ー
ア
に
よ
っ
て
屡
く
注
脚
さ
れ
た
主
…
観
と
客
観

の
閥
の
魑
溺
の
組
題
に
關
有
な
至
難
の
内
容
を
設
脇
す
る
も
の

で
あ
る
。

註
⑫
〈
覧
累
§
壼
湿
昌
詫
3
讐
「
濃
鯨

　
⑳
　
例
へ
ば
以
下
弧
遡
融
磯
す
ろ
傍
・
も
既
の
・
万
法
へ
ぐ
述
べ
ろ
事
．
が
”
携
來
ぬ

　
　
で
あ
ら
う
O
併
し
、
か
㌧
ろ
例
を
逝
つ
架
り
論
議
し
距
り
す
る

　
　
揚
倉
、
次
の
事
に
よ
つ
て
欝
難
が
起
っ
て
※
る
、
・
實
際
の
賢
瞼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

　
　
の
煤
淵
A
”
に
傭
怖
…
用
さ
れ
、
ろ
辮
…
ナ
プ
ザ
ー
バ
プ
か
ぽ
殆
ど
帯
助
に
不
早
馬

　
　
　
へ

　
　
益
（
註
③
ソ
ぐ
識
の
る
｛
畢
、
そ
し
て
、
不
漁
沁
全
ナ
プ
ザ
ー
バ
プ
〃
の
測

　
　
定
の
理
論
ぱ
杢
く
曖
昧
さ
ル
ま
ぬ
が
れ
る
わ
け
に
い
か
な
い
事

　
　
で
あ
．
る
（
象
く
．
嘱
。
§
日
影
箒
謡
3
℃
℃
．
同
。
。
鼻
－
同
G
。
い
）
o
琵
の
理

蟄
子
力
墨
に
於
け
ろ
槻
灘
に
就
て

⑭⑱

由
に
よ
っ
て
、
以
下
使
零
し
索
方
法
に
よ
る
寮
が
、
此
の
例
！
・

・
i
胃
軸
そ
れ
臼
身
不
完
杢
ナ
プ
ザ
ー
バ
プ
〃
の
使
用
ん
．
含
ん
で

み
ろ
　
　
存
級
ふ
爲
の
遙
に
容
易
で
あ
り
、
よ
q
．
漏
患
な
方
法

で
あ
．
る
。

此
の
爲
の
業
晒
ぽ
罎
沁
が
絡
て
ほ
異
っ
て
み
な
い
事
で
あ
ろ

（
窪
～
窯
②
§
巡
鐸
口
添
3
ワ
蕊
恥
鶉
昆
ワ
ミ
い
）
Q
鷺
2
R
の

綱
に
於
て
ほ
霞
勢
ほ
杢
懲
等
し
く
、
そ
一
て
系
琶
の
杢
歌
態

が
含
ま
れ
て
み
ろ
Q
之
臣
、
の
の
形
の
種
々
の
履
…
囲
が
無
阻
い
に

あ
ろ
事
、
及
び
任
意
な
測
定
か
行
ふ
㎝
揚
合
、
．
或
結
果
も
他
の
如

穂
な
る
結
m
張
も
同
等
に
可
能
だ
と
云
ふ
事
ル
慨
麟
味
す
．
ろ
。
鳳
組
子

力
學
に
於
け
る
測
定
ほ
…
般
に
二
重
の
婦
弼
ん
欝
っ
て
み
ろ
○

第
…
に
測
定
を
す
る
以
前
に
、
、
そ
の
系
の
釈
態
の
諸
性
質
に
就

て
の
（
柿
就
計
的
（
怯
Y
郷
在
栖
蹴
へ
へ
ろ
事
で
あ
る
、
焼
φ
二
に
、
湘
…
定

の
後
に
於
け
る
系
の
欺
態
奄
礫
測
す
る
纂
冷
熱
し
め
る
事
で
あ

る
。
策
｝
の
羅
的
に
適
す
る
爲
に
ぱ
欝
象
と
測
定
饗
置
の
結
合

た
適
當
に
選
ぶ
糠
に
注
意
し
煎
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
R
P
R
の
弼

に
嘗
て
ほ
結
合
が
烈
し
す
ぎ
る
の
で
、
系
置
の
最
初
の
釈
態
ぼ

蚕
然
あ
と
に
影
螂
囎
愚
残
し
て
み
な
い
。
そ
れ
で
「
豫
測
」
と
云
ふ

骨
葉
ほ
鞍
置
に
就
て
の
結
論
に
濾
用
さ
れ
て
の
み
箆
し
い
寓
に

な
ろ
。

即
ち
漏
出
鏡
の
軸
に
議
し
て
横
（
直
角
）
の
も
の
で
あ
ろ
。
遮
動

燈
の
戯
の
成
分
の
事
た
鱒
還
に
「
蓮
動
澱
」
と
呼
び
、
之
二
観
等

す
る
埜
標
の
出
た
「
継
標
」
ぶ
と
呼
ぶ
事
に
し
？
つ
Q

入
食
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⑯⑰

暫
墨
研
究
　
第
二
百
五
十
」
號

勿
論
電
子
ほ
必
ず
し
も
顯
徴
鏡
の
中
に
散
胤
さ
れ
る
必
要
．
ほ
な

い
。
併
し
都
合
の
よ
い
場
合
の
み
我
々
ほ
實
齢
…
に
就
て
行
ひ
得

る
、
即
ち
顯
微
鏡
の
中
に
敬
織
さ
れ
る
事
ん
、
希
墓
す
ろ
の
で
あ

ろ
。
實
験
ほ
失
敗
す
ろ
事
も
あ
り
得
る
、
或
場
合
に
或
選
搬
に

よ
っ
て
成
功
し
叡
1
1
か
ら
と
云
っ
て
、
，
量
子
力
畢
ば
上
の
揚
合
に

勉
の
選
揮
を
す
れ
ば
成
功
し
窟
だ
ら
う
と
云
ふ
推
論
な
勿
論
與

へ
ぱ
し
（
妹
い
O
併
し
牌
腎
殊
の
臓
哺
事
蔽
朋
の
下
に
ト
、
餌
購
観
A
の
見
地

か
ら
か
㌦
ろ
推
論
が
從
ふ
。
要
求
さ
れ
ろ
諸
事
情
と
巨
次
で
あ

る
、
部
ち
ド
ッ
プ
ラ
ー
奴
果
の
實
験
に
於
イ
＼
「
電
子
が
符
中
に

あ
る
場
舎
に
ほ
」
確
實
に
光
子
の
数
催
が
充
分
小
さ
な
立
雛
角

の
恥
に
散
胤
さ
れ
る
鴬
に
充
分
な
多
く
の
光
子
存
逡
り
込
む
事

で
あ
ろ
。
光
子
の
非
常
に
多
く
恥
散
織
し
て
も
此
の
電
子
の
響

動
燈
が
鯨
り
墾
ら
な
い
爲
に
途
弓
込
む
光
子
ほ
極
端
に
軟
い

（
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
低
い
）
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
し
て

此
等
の
光
子
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ば
穽
常
に
蕉
確
に
測
定
さ
れ
れ
ば

な
ら
ぬ
Q
既
の
事
ぽ
、
電
子
が
長
暗
問
衙
の
申
に
居
ろ
事
存
意

昧
す
る
。
從
て
次
が
結
果
す
ろ
、
式
（
1
4
）
で
表
ほ
さ
れ
索
罷
確

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
頃
＼
⇔

さ
を
護
る
爲
に
ぱ
、
顯
微
鏡
の
長
さ
ほ
（
㌧
ミ
ミ
）
　
レ
幾
よ
り

大
で
な
け
れ
ば
な
ら
め
、
そ
し
て
父
、
光
源
と
光
の
ア
ナ
ラ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
騎

ザ
ー
の
距
離
ほ
（
ミ
＼
ミ
）
　
レ
戦
よ
り
遙
か
に
大
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
之
等
の
要
求
ぽ
、
原
理
的
に
開
難
た
も
穴
ら
さ
な

い
。
…
つ
の
糠
だ
け
が
狭
け
れ
ば
よ
い
。
耐
に
於
て
電
子
と
陽
子
の

鍬
入

波
長
た
最
初
に
等
し
く
し
て
置
け
ば
便
利
な
事
が
わ
か
る
。
左

様
す
れ
測
レ
竃
に
ど
ち
ら
の
線
な
剃
限
し
ハ
揚
合
も
同
じ
で

あ
ろ
Q
陽
子
葎
5
よ
り
廣
い
細
隙
か
ら
入
ら
し
め
ス
こ
㌧
と
に
よ

っ
て
、
充
分
大
き
い
角
に
諸
彦
さ
れ
索
電
子
以
外
ほ
確
實
に
遽

が
し
て
し
ま
う
事
が
嵩
楽
ろ
。
か
く
し
て
贋
の
敷
泉
が
卓
越
す

ろ
の
な
防
庇
斑
來
る
o


